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               午前１０時００分開議 

〇議 長（片山博雅君） おはようございます。 

本日報道関係者取材のため、写真撮影等についての申し入れがありましたので、これを許可してい

ます。 

開会に先立ちまして、傍聴される皆さんにお願いします。 

  会議中は静粛に願います。 

  なお、会議中の言論に対し、拍手や可否表明言動は固く禁じられております。 

  なお、会議の傍聴規則第７条並びに第９条の規定により、写真撮影やカセットテープの使用、携帯

電話の持込みは禁止されていますので、ご協力願います。 

  本日、広報「くす」掲載のため写真撮影を許可しております。 

  昨日の宿利議員の一般質問の回答に誤りがあり、訂正の申出がありましたので、これを許します。

麻生農林課長。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） 昨日の宿利議員さんの質問の中で、小松台牧場の

解散に至るまでの中で、冒頭、出資金の説明をいたしましたが、説明では、町側１，０００万円、農協側

２，０００万円と説明を申し上げましたが、町側１００万円、農協側２００万円、合計３００万円の誤りでした

ので、訂正をいたします。（ｐ１０４訂正済み） 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ただ今の出席議員は１６名であります。 

  会議の定足数に達しております。直ちに本会議を再開し、本日の会議を開きます。 

 

    日程第１ 一般質問 
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〇議 長（片山博雅君） 日程第１、これより一般質問を行います。 

  最初の質問者は、７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） おはようございます。平成２１年第１回玖珠町議会定例会におきまして、一般

質問の機会をいただきましたことにつきまして、厚く御礼を申し上げたいと思います。議長の許可を

いただきまして、従来の方法で質問を申し上げたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

  今回の質問は３点を上げてみました。といいますのも、町長さんも新しく替わりましたし、副町長

さんも新しく替わったということで、まず私も今まで取り組んできました地域住民とともにですね、

歩いてきた案件、そしてまた、自分なりに関係してる案件ということで、自分に関係してるというこ

とはあまりありませんけれども、地域住民とともにいろいろやってきたことを、町長さんにわかって

いただきたいし、また、今後、そういうことを理解していただいて、何とかいい方向にもっていって

いただければということで、３点ばかり上げてみました。 

  まず、１点目は、本年度の当初予算でも毎年計上されておりますけれども、たばこ消費税の件であ

ります。このたばこ消費税は、やはり県、それから市町村のたばこの市町内で買います消費に対して

税が来るわけでありますけれども、また、毎年１億数千万のたばこ消費税が町の方に入ってきており

ます。そういったことのお尋ね。 

  それから２点目は、大分県の県道４３号線、これは塚脇から中津まで、山国を通って中津まで行って

おる４３号線でございますけれども、この山国までですか、これの改修工事の進捗状況。 

  それともう１つは、条例の中にもありますように、農林課の方で管理しております農林台帳のそう

いうことで、開設をした農道の、失礼しました林道ですね、失礼しました農道じゃございません、林

道でございます。林道の管理とかそういった維持整備を地元とどういうふうにしておるか、また、今

後どういうふうにしていくか、そういった３点のことについて説明を、３点について質問をしていき

たいというふうに思います。 

  まず、第１点目でありますけれども、ご案内のとおり、町たばこ消費税の収入に伴う町内での購買

推進の取り組みとか、それから関係団体に対してどういった助成、それから指導を町はしてやってお

るかと。それとまたそれに併せまして、やはり昨日から農・商連携というような言葉も非常に聞かれ

てまいっておりますけれども、やはりこの販売、それから、私の山下地区におきましては葉たばこの

一大生産地でもございます。そういうことで、そういう販売量、それから葉たばこ団地との連携でも

いろいろな取り組み、これは関係団体ではもう既にやっておりますけれども、町としてそういう中で

どういうふうな形で係わり合いをもっておるかと、こういうことが主でございます。 

  それで、まず最初に、先ほど述べましたように、この５年間ぐらいのたばこ消費税の推移といいま

すか、それとその関係団体等に何らかの助成金、またあるいは何らかの形で一緒に活動等をやってお

る、そういったことをお聞きをしたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 帆足税務課長。 

〇税務課長（帆足一大君） たばこ消費税の収入とたばこ税対策協議会の負担金についての質問にお答
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えしたいと思います。 

  たばこ税収入の中で、たばこ税は固定資産税、町民税に次ぐ自主財源の大きな一端を担っています。

たばこ税の５年間の推移は、平成１６年度決算額１億２，５２２万９４６円、平成１７年度決算額１億１，７８５

万６，５６４円、平成１８年度決算額１億２，１１８万２，７０５円、平成１９年度決算額１億１，９３１万３，９８０円、

平成２０年度決算見積額は１億１，８１１万８，９０４円と平成１５年度と比較すると５．７％減少しています。

また、本数についても平成２０年度は３，６０８万３，０００本と平成１５年度と比較すると６６２万８，０００本減

少しています。 

  ここ数年下降ぎみになっていますが、その理由として、公共施設等の禁煙規制、喫煙規制やたばこ

税の値上げ等により売上げが減少しているものと思われます。しかし、これも町内のたばこ店の努力

のお陰で、町は徴収コストを要することもなく税収を確保することができているところです。 

  また、喫煙マナーの向上の啓発や街頭における清掃美化活動に対して、両町よりたばこ協議会に負

担金として玖珠町は毎年２３万４，０００円を補助しているところですが、平成２１年度の当初予算で負担

金の増額について要望がありましたが、厳しい財政状況をご理解していただいたところでございます。 

  玖珠たばこ販売協同組合が毎年７月に未成年者喫煙防止街頭キャンペーン活動をＪＲの豊後森駅前

で実施しています。町としてもパンフレット等の配付をしながら、啓発運動に参加させていただいて

おります。 

町内でのたばこ消費の推進については、町税確保は必要ですが、健康問題等もありますので、この

辺のご理解をお願いしたいと思います。 

以上でございます。 

〇議 長（片山博雅君） ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） 今ですね、税務課長さんの方から５年間のたばこ消費税を説明をしていただ

きました。私一番心配をしておったんですが、今年の２００８年、去年ですか、２００８年の３月全国を皮

切りにですね、タスポという自動販売機の未成年者の防止ですかね、このタスポカードができました。

これによってですね、非常に高校生とかそういう未成年者に対する防止は非常に評価が上がっておる

そうです。そういうことで、これはとても社会的にいいことであります。また、反面、先ほど課長の

方から話がありましたように、どこの施設に行きましても、もう喫煙者を追い出すといいますか、言

葉は悪いんですけど、もうここでは喫煙できませんよと、そういったことで本町の庁舎の中におきま

してもそれぞれの部屋を独自に作っておる、これまた有り難いことであります。 

  そしてまた、全国的に見ますと、鉄道関係でありますけれども、車内は当然もう禁止になっており

ます。禁煙になっておりますけど、またこの駅内の構内、構内でも今年頃から東京周辺ではもう禁煙

をすると、そういったことも報道されております。 

  それともう１つは、この福祉、医療費関係でですね、やっぱり健康に良くないということで、非常

にこのたばこは嫌煙をされます。それでここに今資料があるわけでありますけれども、このたばこの

パッケージこの中にですね、ぴしゃっとこの一番下にもうこういうことが書いてあるんですね、「喫煙
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はあなたにとって脳卒中の危険性を高めます」と、それから「肺がんのリスクが非常に高くなる」、も

うきれいにそういったことをですね、たばこの表面に書いておるわけです。そういうことで、吸われ

る方は、やはり何にしてもこれ、ほどほどと申しますか、やはり私はたばこというのはひとつの嗜好

品かなというふうに私も思っておるわけですけど、最近はこのたばこはですね、消費税も横ばいであ

るという大きな要因は、本当に若い女性の方が非常にたばこを喫煙をする人が多うございます。それ

でまあ何とかですね、このたばこ消費税も維持できておるんじゃないかなと。しかし、将来的考えま

すと、健康状態を考えますと非常に恐ろしい、恐ろしいといいますか、本当に若い女性はやっぱりそ

ういう出産等を控えておりますので、やはりそういったところはやっぱりほどほどにしてもらうのが

一番やっぱり必要じゃなかろうかとこういうふうに思っております。 

  それとまた、ひとつのヨーロッパ関係でのニュース見ますと、やはりたばこ消費税はやはり自主財

源で本当に行政では必要だと、だから健康上を考えるとたばこを値段を上げると、値段を今平均３００

円でありますけど、これを１，０００円ぐらいにすると。税収は関係ないと。そういったことのいろいろ

知恵が出ておるようにありますけれども、何かこう矛盾をするわけですね。行政としてはそういう税

収が欲しい、しかし、健康状態でやっぱり非常に問題がある。そしてまた、山下地区におきましては

やはり葉たばこの生産地域でありますので、やはり生活もかかっておる。本当にこう矛盾した格好に

なっておるわけでありますけれども、それはそれといたしまして、そういう葉たばこの生産の方々に

対すること、それからこの関係団体ですね、関係団体に対しての助成が横並びのようにありますけれ

ども、そういうことの一生懸命やっておるところには、そういったたばこ消費税も毎年１億以上のお

金が来るもんですから、やはりもう少し助成も上げていくし、また、葉たばこの方にも何かの形でやっ

て、多分何かあるかと思いますけれども、やって行政としてもやっぱり助成等必要でないかなとこう

いうふうに思います。 

  そういうことで、この葉たばこの関係の人達にこの消費税の一部といいますか、消費税を使ってど

うのこのうということはできませんけれども、できないと思いますけれども、こういう行政には自主

財源としてこういうのが入ってきておりますので、やはりそれぞれの場、場はありますけれども、立

場立場はありますけど、そういう生産的な立場立場もあります。そういうところにどういった行政の

中での取り組みがなされておるか、お聞きをしたいと思います。農林課長にお願いします。 

〇議 長（片山博雅君） 農林課長に、麻生農林課長。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） 突然の質問なんで、葉たばこの裏に対する部分で

ございましょうか。 

〇７ 番（松本義臣君） ええ。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） 水田の生産調整の部分につきまして、葉たばこの

部分については交付金等は現在ございません。以前は水田協議会が出来る前までは、葉たばこについ

ての助成ということで出しておりましたが、現在はございません。 

  それに代わるものとして、葉たばこを作った後、飼料作物、それから麦等を植えていただければ、
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それに対する交付金はございます。 

  以上でございます。 

〇議 長（片山博雅君） ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） 今の回答で、町としては別にそういう葉たばこ生産の方々には助成はしてな

いという回答でございます。 

  今、課長の方からご案内ありましたように、これは産地づくり交付金の飼料の畜産農家と葉たばこ

の生産者が連携をして、今の近代化政策をその中に対応してもらっておるわけでありますけれども、

やはりこういう連携といいますか、農業だけにしてもやっぱり畜産と葉たばこの後地の関係で、葉た

ばこだけでしますと、補助金は本当にもう野菜的な補助金しか、多分この産地づくりの交付金の中で

は発生しないと思いますけど、こういった畜産の中での含めての連携した農業の取り組み、そして農

業のそういった何といいますかね、その経営安定のですね、やっぱり予算になる、経営安定の経費に

なっておるということで、これは非常に私どもも生産者としてはですね、畜産も私もやっております

けれども、非常にこの事業は必要でなかろうかとそう思います。 

  それに関連しましてですね、急な質問でありますけれども、今年の２月に農水省の石破大臣が減反

見直しというような形で、今２月の６日にですね、６閣僚や官公主導体制の下で、そういった有識者

で特命チームが会合を持ったそうであります。その中で、今後そういった減反政策を見直しをやっぱ

りやっていく必要があるか、そういうことで議論をしておりますけれども、なかなかまた１ヶ月を過

ぎて、やはりいろいろな全国のですね、意見等もあったようであります。私としても、やっぱり今の

畜産、それから葉たばこの生産の連携といいますか、そういう中の、今の減反の中でやっぱりやって

いく方が私達は生産者としては非常にいいんでないかなと思います。また、反面その中でたばこ消費

税等々ですね、いくらかずつでもそういう生産者の葉たばこの生産者そういう人達にも、何らかの形

で交付できるようになれば、これはまた別でありますけれども、そういうところもまた今後検討もお

願いしたいところであります。 

  そういうところで、急な質問でありますけど、農林課長にですね、減反の見直しのこの畜産と葉た

ばこの関係のこの件について、今後どういうふうがいいかなということが、もしあればお聞きしたい

と思いますが。 

〇議 長（片山博雅君） 麻生農林課長。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） これまた急な質問でございますけど、葉たばこと

農業に対してどういう補助金が出ないかという部分であろうというふうに思います。 

  直接、葉たばこについては現在交付金等はございませんが、生産調整の部分についてという部分で

少し説明をしておきたいなというふうに思います。 

  現在、議員さん申されましたが、国会での議論はまだ最終的にはなっておりませんし、決定はして

おりません。米の生産調整につきましては、今後とも続けていくというようなことになろうかという

ふうに思っております。それに代わる部分として、水田フル活用という部分が新たに出てまいりまし

                       166 



た。水田を有効に使って耕作放棄地をなくしていこうという部分でございます。まだ水田フル活用の

部分については完成をしておりませんが、家畜に対する飼料、それから米をとってそれを加工して飼

料にする分という部分の二通りございまして、１つがＷＣＳといいまして飼料に使う、１つは米をとっ

て飼料に使うという部分で、水田をフル活用して水田を守っていこうという部分が本年度、２１年度か

ら出てきております。まだこの米を作って飼料に回すという部分が最終的結論が出ていませんので、

どうということは今、回答ができませんが、現在そういうふうな現在進行中ということでございます。 

  本年２月、農協を通じてでございますけど、農協の各集落の小組合長を通じて、今月中に水田の活

用計画を出し、水田協議会の方に出していただくというようなことに現在なっております。 

  以上でございます。 

〇議 長（片山博雅君） ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） 急な質問でありがとうございました。 

  そういうことでですね、今後先ほど税務課長さんもおっしゃっておりましたけれども、町長にです

ね、この未成年者の防止対策とか、各団体といろんなことが今からあると思います。一緒にですね、

協力してそういう防止対策とかそういうことを今からやっていただけるのかどうかが１点と、もう１

つはですね、このタスポカードというのがあるわけですが、これ、先ほどの健康診断、健康でありま

すけれども、これを今ですね、玖珠でいきますと、商店街に行きますと「くすくすカード」とかそれ

から飛行機に乗るとマイルとかそういうのが貯まるわけでありますけど、将来はこの業界の方も、私

も提案してですね、このタスポカードでそういうマイルなど貯まってですね、もう登録してますから

誰々というのはわかるわけですよね。そしてそういういくらぐらい、マイルが貯まったら今度は健康

診断をしてくださいよと、そういう形で、このたばこ消費税の中からでもですね、行政からでも少し

でも補助して、やはり嗜好品で、やはり町内でたばこは買って、たばこは吸うけれどもほどほどにし

て、ある程度自分の健康維持は自分で考えると。そしてその健康維持の何は消費税の中から少しでも

補助して自分の健康管理をして、なお税収を安定的な税収を取ると、そういうことを私も提案をした

いと思いますけれども、それはちょっと別といたしまして、今後ですね、そういう関係団体と一緒に

ですね、そういう未成年に対するその防止対策とかそういうことの運動といいますか、そういうのを

やっていく気があるかどうか、町長にお尋ねをいたしたいと思います。もう自席で結構であります。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） 松本議員の質問にお答えさせていただきます。 

  たばこはご存知のとおり、今、推進についても大変害があるといわれております。未成年者に対し

てはそれは影響が大であろうと思っております。そういう意味から、教育委員会等の関係団体と協力

して防止には努めてまいりたいと思っておるところであります。 

〇議 長（片山博雅君） ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） それでは、次に移らせていただきます。 

  県道４３号線の改良関係でございますけれども、今現在、平成１８年の春ですか、一応平原工区が完
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成をいたしまして、その４月から太田工区に移りました。そして、その中でいろいろ地元の人達もや

はり一生懸命頑張り、また、関係事業所とも協力をしてですね、１年１年、工事、事業は進んでおる

と聞いております。 

  その中で、もう３年が経過をいたします。それとまた、平成１８年の２月の定例会でありましたけれ

ども、この中で私も１回質問をさせていただきました。というのが非常にこの八幡地域の中でなかな

か工事が遅れておると、非常にその交通量も非常に多いわけでありますけれども、ぜひやっぱり八幡

工区の中から早急に工事をしていただきたい。それにはやっぱり地元も協力をしていかなきゃならな

い。それは当然のことであって、地元も一生懸命協力をしておるところであります。 

  そういうことで、３年経ちますし、そのとき１８年に私も一般質問させてもらったときに、太田工区

が一応路線決定は出きたと、その中で併用してですね、ちょうどこれ私、仮称松信工区いうわけです

けど、天祖神社のあの付近であります。非常に直角のカーブがありまして、地元としては、大きなダ

ンプなんかが通りますもんですから、もう毎日不安を抱いておるような状況であります。地元も非常

に関心を持って、協力をしようということで、本当に今いろいろ相談を受けてやっていっておるわけ

でありますけれども、併用してですね、実施設計なんか、どこになるかは、その当時太田工区が終わっ

てみなければどこに行くかわからないというような回答をいただいておりますが、やはりそういう重

点的に危険箇所を重点的にやっていただきたいと。その中での少しずつ併用した形の中で視距カーブ

の改善とかそういったこともやっぱりやっていってもらいたいなということを当時に質問をしたとこ

ろでありますけれども、その後どういった進展がですね、建設課の方でわかる範囲で結構でございま

すので、お教えをいただきたいというふうに思います。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇７ 番（松本義臣君） 建設課長の方にお願いします。 

〇町 長（後藤威彦君） 全体的なことを少しお話した方がいいと思いますので。 

  後ほど建設課長の方から詳しいお話をさせていただきますが、玖珠町にとりましてこの県道４３号線

というのは、玖珠山国線は最重要路線として位置付けております。これは、ご存知のとおり中津と日

田の地域高規格道路がもう少し前進をしておるところであります。そして、この路線は、中津側はも

う１００％改良が終わっております。残念なことに玖珠側が今お話があったような形の中でなかなか進

んでないというお話であります。 

  県道４３号線の玖珠山国整備促進期成会の会長が私、１１月だったと思いますが、玖珠町長が会長だ

ということで中津と玖珠と期成会作っておるわけですが、もう中津側はもうご存知のとおりもう出来

上がっておりますので、なかなか玖珠が熱心にならないとこの期成会の活動というのは活発にならな

い、そういう状況の中で、もうぜひとも議員の皆さん方にもお願いをしたいんですが、この期成会を

やっぱり強くする形の中で進捗を図りたいなと思っておるところであります。詳しい話につきまして

は課長の方からまた具体的な話はさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〇議 長（片山博雅君） 梶原建設課長。 
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〇建設課長兼公園整備室長（梶原政純君） ただ今町長が申されたように、私どもといたしましても重

要路線と位置づけをいたしております。今、町長が申し上げましたけども、中津市と玖珠町で組織し

ております県道４３号線玖珠山国線整備促進期成会というものがありまして、毎年、県に総改良に向け

ての要望を出しているところでございます。 

  この路線の改良工事は長期にわたっておりますが、近年では、先ほど議員さんが言われましたよう

に、古後平原工区や池の原工区が完了し、この区間においては快適な道路となっております。地域の

方々がこのように快適な道路を求め、早期に全線改良が出来ることを望んでおることは承知をしてい

るところで、今後、町として最大の努力をしていかなければならないと感じているところでございま

す。 

  議員ご質問の太田工区の進捗状況ですが、現在、用地取得の段階です。県によりますと、平成２１年

度中に地権者のご理解とご協力を賜り、契約を終えたいとのことでございます。工事は平成２１年度か

ら着工可能な部分から始め、供用開始は平成２３年度を目標といたしております。松信区域の事業計画

は現在のところ具体的なものになっておりません。県道玖珠山国線は松信区域の外、急峻な地形でカー

ブが多く、幅員が４メーターから５メーターの狭い区間で、難工事が予想される池ノ尾、坂ノ上、立

羽田区域が残されております。 

  つきましては、県へ今後の整備計画を早期に立てるよう要望していきたいと考えております。しか

し、県の財政事情により道路予算が縮減の方向にあります。整備する道路の取捨選択を行い、集中的

に配分するといっておりますので、これまでの要望のみでは予算の獲得は難しくなります。そのため

には地権者をはじめとする地域住民と期成会が一体となり、早期実現に向けた取り組みを強化しなけ

ればならないと考えております。つきましては、地域の方々のご支援ご協力を賜りますようお願いを

申し上げる次第でございます。 

  以上でございます。 

〇議 長（片山博雅君） ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） ありがとうございました。 

  ２３年度に供用開始ということで私も安心をいたしました。それで、その回答の中にもありましたよ

うに、工事が出来るところから、というのが、今ですね、現道の中でくるみ保育園から太田、本村の

付近でありますけれども、ここは多分用地買収は終わってると思いますね。そういうことで、この区

間も、もう２年ぐらい前になりますけれども、歩道と側溝が一緒になっておりまして、ここに足を踏

み入れて、そして事故もありました。そういうことで、緊急に土木の方にもお願いし、その対策とい

うことで、ビニールの工事用の三角錐でロープなどを張っていただきました。そういうことで何とか

その該当者の方には理解をしていただいた、そういった例もございます。そういうことで、本来なら

ば用地取得が終わって、そして工事というのがそのパターンでありましょうけれども、先ほど課長の

答弁にもありましたように、工事の可能なところからですね、出来るところから本当にもう来年２１年

度からでもぜひ工事に入っていただきたいと、これは町長挙げてですね、上級機関の方に上申方をお
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願いをしていただきたいとこういうふうに思っております。 

  それとまた、それに増しまして、また県営工事負担金も出てきますけれども、それはご理解をです

ね、ぜひこの４３号線には配分をお願いを、県営工事負担金をお願いをいたしたいというふうに思いま

す。 

  それでは、３点目でありますけれども、農林課に備えられております林道台帳の件について、お尋

ねをいたしたいと思います。 

  この林道台帳はですね、結構本数もあろうかと思いますけれども、維持管理については町の例規集

にもありますように、やはり管理は町がするとそのように明記をされております。しかしながら、予

算の関係上で、なかなかそういった受益関係等もございまして、町の管理もあまり入ってないんでは

ないかなというふうに感じをしております。 

  それで、１つの例をとってみますと、私どもの地域にも１つ１，６００メートルぐらいの林道があるわ

けでありますけれども、そういった地区内の自分たちの毎年草きりとか側溝の整備とか、そういった

ことをユンボなんか使って、自分たちでそういうふうに自助努力といいますか、そういうことは努め

てやってます。しかしながら、こういう高齢化等になってきますとですね、非常にもう、また女性、

一般家庭の一人家庭というのが出てきまして、なかなかこの林道に対するまた若い人達の考え方も少

しずつまた変わってきておりますので、なかなかこの維持管理が非常に出来ない。どこも町内一緒の

形だと思いますけれども、こういう事情が出てきておりますので、農林課としてはこの林道に対する

今後の、現在の管理をどういうふうにやっておられるか、それとまた、今後ですね、どういうふうに

やっていきたいというような農林課長のその考え等をお聞きをいたしたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

〇議 長（片山博雅君） 麻生農林課長。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） 松本議員さんの質問にお答えをしたいと思います。 

  林道の管理をどうするのか、また今後どういうふうにするのかという部分であろうかと思います。 

  現在、林道台帳に記載されている林道は３９路線、４万５，１２１メートル、約４５キロでございます。

そのうち、町道、町有林につながる林道については１３路線、１万９，３００、約３００メーター、１９キロで

ございます。維持管理の部分でございますが、議員さんも申されました林道については町長が管理を

するという部分でございますが、玖珠町林道管理規定を見てみますと、「林道の管理は町長とする。」

というふうになってございます。また、「林道関係にある森林所有者及び林道の使用者は、その林道の

保護のため管理者の維持管理に協力しなければならない。」というふうにもなっております。また、「維

持管理に要する経費の一部を関係者から徴収することができる。」というふうにもなっております。 

  このことから、維持管理については、林道３９路線約４５キロ、大変長い距離でございます。全ての

林道に対して維持管理ができていないというような状況でございます。一昨年までは、林道維持管理

費ということで町より資材支給、若干でございましたが予算を組んでおりました。それを使って林道

使用者、関係者の協力を得て、部分的な維持管理を行ってきていただいておりました。行政改革それ
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から財政等が苦しくなって、自分たちでやらなければならないという部分が最近多くなってきており

ます。先ほど述べたように、林道関係者の提供によって維持管理をしていただくのが一番いいかとい

うふうに思っておりますが、本年度につきましては、経済緊急対策ということで、農林道に対しても

手当てができるということで、今議会の補正の中で上げてございます。これについては単年でござい

ますので永年性はございません。そういう意味を見てみますと、非常に厳しいものがございます。 

  今の経済状況を見てみますと、今後はできる限り先ほど申しましたように林道使用者、関係者の協

力で部分的な維持管理はお願いしたいというふうに思っているところでございます。 

  また、重要度の高い林道、町道から町道、県道から県道につながっている林道、誰が通られるかわ

からないというような林道につきましては、また、緊急性のある林道につきましては、災害などの事

業を利用して今後は管理を行っていきたいというふうに考えております。 

  それから、今後の林道整備でございますけど、林道の新設などにつきましては、面積が、受益者面

積が少なくなると、どうしても関係者負担というものが生じてまいります。勿論国、県、町、地元と

いうような負担になってまいります。そうなりますと関係者に多大なる負担をかけなければならない

というような状況が起こってまいります。したがって、町としては大き目な林道と申しますか、規模

の大きい林道、受益者面積が５００ヘク以上の部分を取り組んでいきたいと。そうなると広範囲な受益

範囲になりますので、国直轄、県直轄というような事業になってまいりますので、地元、町の負担、

また関係者の負担というのが少なくなる、なくなるというようなことでございますので、そういう路

線を対象にして計画を立てていきたいというふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） ありがとうございました。 

  そういうことでですね、ひとつの、私とこも１つ例をとってみますと、林道を抱えておるわけです

が、１，６００メートル延長がございます。そして、今課長の方から回答がありましたように、資材支給

ができんということで、１０立方米がいって４立方米の地元負担ということで、１，６００メートルのうち

ですね、４０メートルばかり今年できました。ですからあと４０年かかると、そうなってきますと、私

もなかなか後は労働的に無理かなあと思って、心配をしてこういった質問をさせてもらってるわけで

ありますけれども、やはりこの林道、今課長から話がありましたように、本当にこの国、県を使って

できる補助事業、こういったのがもしあればですね、やはりこういったことに行政として積極的に取

り組んでいただきたいと。 

  それともう１つは、そういう高齢者が出ます。それとまた、今の資材支給でいきますと１４立方米で

すから４０メートルしかいきません。それで、そういう資材支給をですね、それともうひとつ今年の補

正予算で緊急交付金の中では１００万円の計上をしていただいておりますけれども、これを機会にです

ね、やはりそういったところで収益は出ないかもしれないけれども、やはりこの開設は行政町と地元

が必要だということでやっぱり開設をした部分でありますので後期の次世代にそういう形の中で、荒

                       171 



地にして渡すんじゃなく、ある程度我々も、今の出来る時代の中でこういうところまではやっていま

すよと、だから次世代の人もそれを受けて林道整備などして、それがまたイコール地域に残って若い

定住につながっていくんじゃないかなと、これは私が思うわけでありますけれども、そういうことも

含めましてですね、町長に本当に１４立方米、小さい資材支給でありますけど、やはりこれ全部切って

しまいますと、非常に地元としてはやる気がなくなってどうしようもなりません。ですからせっかく

今年は単年度でありますけれども、また次年度以降につきましても補助を少しずつまた増やし、コン

クリート資材、生コンの資材を地元に出していただければ、地元はですね、やはりそういう労働は惜

しみませんから、一緒に共同でやりますから、そういうことも含めて、今後ですね、町長が林道に対

する管理整備等の考え方、それをお聞かせいただければ有り難いと思います。お願いします。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） 自席からご答弁いたします。お答えいたします。 

  基本的にはコミュニティを各４箇所作っておるわけですが、その部分でできるだけ将来的にはこの

予算は私は増やしていきたい、そういう思いであります。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） ありがとうございました。 

  私の林道も後４０年かかるわけでありますけれども、私も健康管理に気をつけて、協同の課題の中で

舗装し、管理をしていきたいとこういうふうに思います。 

  最後になりましたけれども、今年３月末で、この会場におられます課長さんたちは１５名おられるわ

けでありますけれども、７名が退職ということで、大変お疲れ様でございました。昭和４２年の奉職、

本当に奉職以来ですね、４０年代、５０年代、６０年代と平成２０年間、長い人におきましては４２年間と、

短い人におきましてもやっぱり３７年から３８年という長い年月ですね、町の行政に携わっていただき

まして、この場でお礼を申し上げるのは大変おかしいと思いますけれども、本当にお疲れ様でござい

ました。また、残すところ計算をしてみますと１５日間でありますけど、その中で土曜日曜があります

ので実質１０日であります。それで後１０日でありますけれども、４月１日からは一町民であります。

そういうことで、一番町の行政を一番理解し、内容を知っておる方はここにおられる７名の方だと思

います。そういうことで、今後は議会に対してもですね、いろんな形の中で叱責等をいただき、また

提案等を遠慮なくしていただき、私たちも一生懸命頑張ると思いますので、よろしくお願いをいたし

たい。本当にお疲れ様でございました。 

  以上をもちまして質問を終わらせていただきます。 

〇議 長（片山博雅君） ７番松本義臣議員の質問を終わります。 

  次の質問者は、９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） おはようございます。議席番号９番江藤徳美です。 

  昨年の９月新町長の誕生から副町長、教育長と、三役が出揃いました。そういう意味も込めまして、
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平成２１年度の施政方針も聞かせていただきました。また、教育長も新しくなったということで、特に

町長の施政方針を聞いて、２番目、新教育長に聞く、そして３番目、万年山山麓名水の里の活性化の

３点につきまして、議長のお許しを得て一問一答形式で質問をさせていただきます。ご協力をお願い

いたします。 

  まず１点目、町長の施政方針（平成２１年度）を聞いてということから始めたいと思っております。 

  ３月議会、町長より施政方針を聞かせていただきました。次の４点につきまして、これからの取り

組み、本年度どういう方向性でいくのか、この４点については特に聞かせてもらいたいと思っており

ます。よろしくお願いしたいと思います。 

  まず初めに、①１課１プロジェクトの推進について、この取り組みについてご説明、また、方向性

をお願いしたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） １課１プロジェクトの推進についてをお答えいたします。 

  現在の地方分権に対応し、町が自主的主体性を持って行政運営を行っていくためには、その担い手

である職員一人ひとりが問題意識を持つ必要があろうと思っております。それからチャレンジ精神、

それから創造性を喚起をしたい、積極的な問題解決に取り組んでいかなければならないと考えており

ます。各課ごとに町民サービスや事務効率化の向上につながる改善策や、今置かれている地域の課題

等掲げて、課を挙げて取り組んでいくというものであります。 

  ただ今、玖珠町では平成１３年度から平成２２年度までの間、第４次総合計画に基づいて総合的な行

政運営を進めているところでございますので、この２年間で次なる基本構想、総合計画を策定しなけ

ればならないと考えております。 

  この１課１プロジェクトによって新たな地域課題や町民の皆さん方のサービス、それから事務効率

の向上につながる課題を掘り下げ、次なる総合計画に盛り込んでいかなければならないと考えておる

ところであります。職員の自発性や創造性を喚起するだけでなく、地域の課題を地域住民とともに解

決策に取り組んでいくという面でも、重要な取り組みだと思っておるところであります。 

  以上で説明を終わります。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 今までは、国の施策が主導して結果として全国均一的な整備とかいうことで、

非常に弊害ができているんじゃないかということもあります。今から地方の時代といわれるというこ

とで、企画的に本当にすばらしいとは思うんですけど、このプロジェクトが２年間ということでござ

いますけど、町民の意見、それから審議会等の意見ですね、この辺の汲み上げというのはその後にな

るのか、どういうその兼ね合いですね、それはどういうふうになりますか、お願いいたします。 

〇議 長（片山博雅君） 帆足企画財政課長。 

〇企画財政課長（帆足博充君） ただ今の江藤議員さんのご質問でございますが、総合計画における住

民の意見等との吸い上げといいますか、地元の意見をどう取り上げていくかということだと思います。 
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  総合計画の策定におきましては、玖珠町の総合行政審議会等でその審議をお願いする形にはなろう

かと思います。それと併せまして、アンケートの実施でありますとか、各地区に出向いての町民との

意見集約、交換会等の開催、それから各種団体等のまた協議も踏まえて、各方面いろんな意見の集約

の中で総合計画の策定になろうかと思います。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 特にですね、今からやはり町民というかいろいろな意見が出てくる可能性が

あります。そういういいプロジェクトがありましたら、そういう吸い上げも、出かけて行くというこ

とでございますので、そういう面もよろしくお願いしたいと思っております。 

  では、次に企業誘致につきましてお話を伺わせていただきたいと思います。 

  アメリカの消費の冷え込みが日本経済を牽引してきたトヨタなどの輸出産業の業績を直撃し、まだ

まだ倒産の急増や失業率の悪化はますます大きくなると考えております。こういう中で、企業誘致に

つきましても、本町も非常にいろいろ工業団地等も設定しておりまして、非常に難しい時代を迎えた

んではないかと考えております。そういう意味で、この方向性なり現在の取り組み等をお聞かせ願い

たいと思っております。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） 自席からお答えさせていただきます。 

  企業誘致については、もう皆さんご存知のとおり県営玖珠工業団地の早期造成を望むものでありま

すが、もうご存知のとおり景気後退により、自動車関連産業、電子・電機、それから機械産業、その

他関連の業種がこれまで対象としていた優良企業であるということで、大規模な製造業の誘致が大変

厳しい状況になっております。これは当面、この何年間かは私は続くものだろうとこう考えていると

ころであります。だから、この工業団地については製造業だけに拘るんじゃなくて、新たな幅広い分

野の企業誘致に向けた方がいいんではないかとそういうふうに考えているところであります。 

  このようなことから、地域を中心として活力ある経済社会を構築するためには、地域経済の中核を

なす中小企業や農林業者が元気を取り戻すことが不可欠でありますので、そこで農林業と商工業の連

携を強化した、地域経済を活性化するための法的な枠組みを整備しながら、中小企業それから農林業

者の連携による事業活動の促進につながる法律、いわゆる農商工の連携促進法の、これ平成２０年の５

月２３日でありますが、施行を踏まえて、農林業をはじめとするこの地域に合った特性を生かしたそう

いう企業誘致を進めてまいりたいと考えているところであります。 

  これからも関西、関東にも出向いて行く機会がありますので、先般でもそういう企業を回って私は

帰ってきたわけでありますが、そういうところの情報取りをする、それから関西、関東にはこの玖珠

郡からたくさんの方が出て行っておられますので、そういう人達の情報取りをしながら、ここに合う

ような企業、将来的にはバイオの関係とか、それから農林業の関係する製造業で、製造業というかそ

ういうような形の企業誘致を考えていきたいなと思ってるところであります。 
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  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 企業誘致の方向性をお聞きいたしましたけど、２番３番に関連いたしますの

で、ちょっと課長の方でもわかれば、大分県内のですね、市町村別の人口推移等がわかれば、どうなっ

ているか、また何か特徴があれば教えていただきたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

〇総務課長（松山照夫君） お答えいたします。 

  県下の人口推移でありますけども、県の方からデーターを取り寄せたんですけども、平成１２年度か

ら１９年度の７年間にわたって、実は大分県全体で申しますと、マイナスの１．３４％というふうに推移

をしております。大分県全体がですね。 

  この中で、１２年から１９年にわたって人口が増加しているところは、特に大きいのが大分市で２．６６％、

約２．７％、それから別府市がコンマ８％、それから杵築がコンマ３４、由布市がコンマ２６％、日出町

が７．１８％ほど増加をしておるわけであります。 

  そして残りの市町がマイナスしてるわけでありますけれども、玖珠町においては、平成１２年が１万

８，９８８人という人口が１９年で１万７，８３１、これはいろいろデーター、調べ方によって数値が変わりま

すけれども、それでマイナスの６．１％ほど減少しております。これはちょうど１８市町村の中で中位に

あたる減少率、９番目にあたる、９位に減少率が位置してるということであります。こういうデーター

見ますと、やはり大都市集中、それから企業城下町といわれる市町村が若干伸びているというふうな

傾向にあるんじゃなかろうかと考えております。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 今、総務課長の方からお話がありましたようにですね、ちょうど玖珠町が中

位ということで、やはり人口増えているところは大分市を中心とした大都市圏、大都市圏というかそ

ういうところですね。そして企業の企業城下町というか、そういうところがやはり人口が増えたり、

減少率が少ないということで、やはり企業の持つ意味というのは大きいと思っております。 

  ③のＵターンⅠターン現象のとこで調べたとこで、長野県飯田市で非常に大きなプロジェクトをやっ

てるんですけど、そこの調査でもですね、やはりＵターンやⅠターンで、就労先というのはやはり８

割程度が企業ですね、企業に就職しているということ、それに次いで農業、自営業、自給的な生活等

ということで、やはり農業だけでもそれを包括はできない、やはり企業がないとですね、やはりそこ

に定住なりそういうことは難しいんじゃないかと考えます。そういう意味でも、この企業誘致という

のは積極的に進めていただきたいと思います。その選択は、先ほど町長が言われましたように、非常

に難しいと思いますけど、非常にその辺は推進室等に見極めながらですね、すばらしい企業を誘致し

ていただきたいと思っております。 

  企業誘致につきましては、また午後の部で工藤さん、それから河野議員も質問が入っておりますの

で、次に移りたいと思っております。 
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  次に３番目ですね、新規就農者やＵターン、Ｉターン現象の活発化について。これが施政方針の中

に盛り込まれておりますが、この課題等につきましてご説明をお願いしたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） お答えいたします。 

  近年、地方、特に中山間地域においては少子高齢化や過疎化などにより農村の疲弊や後継者、担い

手不足など農業を取り巻く環境が大変厳しゅうございます。新規就農者の安定的な確保、育成が急務

となっておると思っております。 

  当管内では西部振興局が担当ですが、新規就農者激励会や管内就農ガイドセンターと共催で、管内

の農業を紹介する研修会を開催するなど、関係機関と連携して就農への支援を行っておるところであ

ります。本町では、玖珠町農業後継者等育成に関する条例により、将来農業後継者を希望し、町長が

認める学校に在学している者につきましては、１人に付き年間１５万円以内、農業に従事している農業

後継者で、町長が必要と認める研究・研修を行う者には、１回について事業費の２０％以内の助成をそ

れぞれ予算の範囲内で支給をしているところであります。来年は１名一応予定者があるようでござい

ますが、そういうことであります。 

  また、玖珠農業高校の育成後援会、玖珠町農業青年連絡協議会や認定農業者講師会への助成により

就農への支援を行っているところであります。 

  今後とも県や関係機関と連携し、就農への支援を行ってまいりたいと考えております。 

  また、今年度から３年間、農山村における雇用対策として、ふるさと雇用再生特別交付金を利用し、

玖珠町での就職を支援してまいりたいと考えているところであります。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 今までの農業、新規就農者への助成、それから３年間の雇用対策に取り組ん

でいくということでございますけど、なかなか先ほども言いましたように非常にやはり簡単にはです

ね、こういうＩーン現象、Ｕターン現象といっても非常にやはり難しい面があると思っております。

先ほども申しましたけど、長野県の飯田市の「結いターンプロジェクト」、ＵＩターンと、「結い」と

いうのは、昔から手間暇の交換で田植えなんかしておった、それを「結い」と言うんですけど、Ｕター

ンそれからＩターンをまたかけて「ＵＩターン」としているようでございますけど、そこではいろい

ろな支援策を講じております。結婚祝金制度、それから出産祝金制度ですね、それから住宅の新増改

築の補助金制度増改築、それから住宅用地の取得補助金制度、これはそれぞれいろいろパーセンテー

ジ等ありますけど、いろいろなこういう方策をして人材等も誘導しようというプロジェクトのようで

ございますけど、問い合わせは、飯田市も人口が１０万を超えるということで、玖珠町の６倍ぐらいは

あると思うんですけど、そういう中から、相談件数が２年間で４９１件、このうちＵターンされた方が

１３３人ということで、応募から６分の１ぐらいになると思いますけど、そういう人達がＵターン、そ

れからＩターンされたということで、全国的に見てもＩターンはやっぱり２０代が結構多いということ

で、Ｕターンは４０代から６０代ぐらいまでが多いようですけど、非常にこの取り組みというのも非常に
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難しいと思いますけど、やはり地域を活性化するためにはこの事業というのも必要と思いますので、

積極的な支援体制、それから取り組みをお願いしたいと考えております。 

  次に、４番目の林業の項目の中で美しい森づくりの推進にということが項目があります。この美し

い森づくりの推進について、考え方なり取り組み方についてご説明をお願いいたします。 

〇議 長（片山博雅君） 麻生農林課長。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） 林業の部分については担当課の方で説明をしたい

というふうに思います。 

  美しい森づくりの推進ということで町施策に上げております。美しい森づくりにつきましては、従

来方針が変わっておりません。現在、地球規模で環境保全が叫ばれており、京都議定書によりますと、

国は森林による二酸化炭素の吸収目標を達成するために３３０万ヘクタールの森林整備を掲げておりま

す。これに伴いまして、我が町玖珠町におきましても２，３５０ヘクタールの森林整備を行うことを掲げ

ております。その中で、玖珠町の特定間伐促進基本計画で計画しておる間伐の遅れや解消、また、広

葉樹林化、輻輳林化などの多様な森づくりの実現に努力をしてまいっているところでございます。 

  針葉樹、広葉樹林化という部分につきましては、全伐を行った場合には、針葉樹の中に広葉樹を２０％

植栽していただくというような部分もございます。これが輻輳林化ということでございます。 

  議員におかれましては、一昨年の１２月の一般質問の中にも触れておりますが、農林業については、

本町の自然環境を考えれば更なる工夫の余地はある、国土保全や景観整備の視点を踏まえた新たな展

開も可能であるというふうに位置づけ、地域の環境保全、固有の景観形成、更には、余暇生きがいの

活動舞台と、その役割は広がる一方で、しっかりとした農林業の存在は町の産業基盤である。またそ

れと同時に、社会基盤でもあるということで、中山間地域の持つ多面的機能を確保するために、将来

的に広葉樹林化、輻輳林化を推進してまいりたいというふうに考えております。 

  また、美しい里山づくりにつきましては、県の事業にも（ソフトでございます。）地域と話を進めな

がら、いかに地域を美しく守っていくという部分がございますので、関係機関と協議のうえ進めてい

きたいというふうに考えているところでございます。 

  以上でございます。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 美しい森づくりについては非常に私も賛成するところでございますけど、や

はり２１世紀は環境の世紀でありますので、林業の担い手は農業以上に高齢化しておりますので、森林

組合等の協力も得ながらですね、国の施策なり助成、また県の助成等を積極的に取り入れて、新しい

森林づくりですかね、それにも積極的に関係していただきたいと思っております。 

  町長はこの美しい森づくりについて、何か町長なりのお考え等がありましたら、お聞かせいただき

たいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） これは以前から私もあたためてきた考えの一つでありますが、「花と水と癒し
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の地域づくり」というのを考えてきたところであります。花木を、その地域、地域で特色ある花木を

１，０００本植えようじゃないかと、そういう運動を起こしていきたいなと思っておるところであります。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 時間もあれですので、次の項目に入りたいと思います。 

  新教育長に聞くということで、①基礎学力の向上についてということでございます。 

  １９６０年７０年代の詰め込み教育、それから管理教育、受験戦争、学校の荒廃やいろいろの面でいじ

め等も非常に社会問題となり、その後大きく転換して、ゆとり教育というのが出まして、そしまた、

ここにきて新学習指導要領が示されまして、来年度ですね、来年度から移行期間ということでまた新

しい取り組みになるようでございます。その辺も踏まえまして、この基礎学力の向上について、どう

いう取り組みになっていくのかお聞かせ願いたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 宿利学校教育課長。 

〇学校教育課長（宿利博実君） 基礎学力の向上につきましては、学校経営に絡むものでございますの

で、学校教育課長の方で回答させていただきたいと思います。 

  これまで夏休み期間中に、昨日の秦議員のご質問にありましたが、学校訪問を行っております。そ

れぞれの学校で教材テストを利用しながら、また、他の全国学力テストの結果等を踏まえながら、そ

れぞれの学校の取り組みを報告を受けております。特に小学校２年生からは分数と、特に３年生、４

年生においてどのくらいの基礎学力をつけるのかというのが、これまでの報告の中で一番重要だと報

告を受けております。３年生、４年生でいかにわかりやすく授業を教えるか、また、ＴＴによってベ

テランの先生とそれから新しい先生と２人で教える、それから学習によっては習熟度のクラス、クラ

ス別による授業力の構成など、そういった形でその基礎学力をその３年生、４年生でつけていくかと

いうことにあります。 

  ただ、分校を含めまして小学校が１０校ございますので、それぞれの学校には学級数や生徒数によっ

ては、それぞれの学校の規模がございます。ですから、それぞれの学校に合う対応することが一番適

した基礎学力の向上ではないかと思っております。 

  それから、議員言われました新学習要領との関係でございますけども、小学校で１週間あたり授業

時間数が１年生、２年生で２時間、３年生から６年生まで１時間の増加、それぞれコマ数が２コマ１

コマと増えてまいります。また、主要の５科目についてはすべてが増加しますが、それぞれのコマで

は端数が教科によって出てきますので、新学習要領によりましてはその学校によってその端数のコマ

数を利用した新しい科目構成、またプログラム構成ができるのではないかと思っております。 

  また、特に朝の授業時間前、それから午後の空き時間で、それぞれの学校で朝読書やドリルをやっ

ておりますし、漢字の書きとり等もやっておりますので、これから学力向上につながる家庭とそれか

ら地域、そこと連携をとりながら基礎学力の向上に図っていきたいと思います。特に昨日からの質問

の中にありますように、これからは家庭内における家庭学習の習慣化が大変大切だと思っております
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ので、今後は更に家庭との連携を努めてまいりたいと思います。 

  以上であります。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） ありがとうございました。 

  今、課長が申されましたように、家庭学習というのが非常に最近はですね、しつけと相まってやは

り重要視されているように考えております。基礎学力の向上といいましても、やはり最終的にはです

ね、このゆとり教育も交えたやはり人間力というか、やはり生きる力をつけてやるということがやっ

ぱり重要になってくると思うんですけど、この基礎学力の向上という件に関しまして、教育長何か指

針等がありましたらお聞かせ願います。 

〇議 長（片山博雅君） 本田教育長。 

〇教育長（本田昌巳君） お答えします。 

  学校での対応等につきましては、課長が申し上げたとおりでございます。昨日も申し上げたことで

すけれども、今、日本の教育は大きな転換期にきておると、議員さんも先ほどご指摘のように、詰め

込み教育、そしてゆとり教育、そしてまた更に今回の大きな方向の転換という意味で、それを受けま

して、大分県も学力の向上、基礎学力の定着に向けて取り組んでおります。 

  それを受けて、この時期にこそ玖珠町も県下でも低位にある学力について、少しでも上位に上げろ

という取り組みが、行政は勿論でございますけれども、学校、父母の間にも今沸き起こっておるとい

うふうに感じております。何と言いましても学力の向上は家庭とともに学校現場、教室でのあり方が

問題で、先生方の力量が問われることだと思います。 

  教育委員会としましては、優秀な現場からの指導主事を持っておりますので、現場に派遣すること

によって、指導を徹底しながら先生方の奮起をお願いしたいとそういう考え方でございます。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 今、教育長が申されましたように、この先生の力量というですかね、そうい

うのは非常に本当やっぱり今から大事になってくると思っております。イギリスの教育学者は、有名

な教育学者ですけど、ウィリアム・アーサーワードさんですかね、その人の言葉に「凡庸な教師、そ

れから少しましな教師は云々、それから優れた教師は何々、そして最後に偉大な教師は学びの心に火

をつける」という言葉がありますので、そういうふうにやはり重要なポイントというのは、子どもが

何のために学ぶかというのをやはり自然とわかるというか、それだけの教師像というか、非常に難し

いと思います。教師だけの責任でもありませんけど、やはりいろんなところで一体となった教育とい

うのがまた童話の里にふさわしい教育ですかね、そういうのも非常に必要になってくるんじゃないか

と思っております。 

  では、次の問題に入りたいと思います。 

  ２番目、いじめや非行についてということで、現在、いじめや非行が町内でもあっているというよ
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うな噂も聞かれております。この辺について、いじめや非行についての考え方、そしてまた対処方法

として教育委員会としてどういうふうな対処方法ができるのかということについてお聞かせ願います。 

〇議 長（片山博雅君） 宿利学校教育課長。 

〇学校教育課長（宿利博実君） ご質問のいじめや非行についてであります。 

  確かにいじめや非行が学校にあっては絶対いけないことであります。いじめや非行、それから暴力

につきましては、１９７０年代の末ぐらいから、全国的に「学校が荒れる」という言葉で広まってきて

おります。また、たくさんの全国の学校の中で、いじめや暴力をそれぞれの学校で対処してきており

ます。このいじめや非行に対するそのマニュアルというものはありません。それぞれの学校、それぞ

れの地域で、いじめや非行については複合的な絡みがあった中での対応であります。そういった中で

も、そういったいじめや非行が何とか収まってきたというところの先生方のマニュアル等を参考にし

ながら、どこの学校もその対策に対応しているところであります。 

  教育委員会としましても、やはりその基本となるいじめ、それから非行についての対応をとりたい

と思っておりますし、また、昨今の新聞でもいじめ、それから陰湿なネット等による自殺等も報道を

されております。今、考えておりますのは、やはり学級の環境を整備することだと思います。まず、

いじめが起きやすい雰囲気の集団をまず学校、学級につくらない、そういった学級作りをする。学級

の中に目標を持たせる、それからその目標を成功させることでその楽しみを持たせるということであ

ると考えております。特に、学校、学級の環境を整備することは、子ども達との人間関係、先生と子

ども達との人間関係を築くことがその先生と子どもの信頼を結ぶことだと思っております。そして、

まず子どもの言い分を十分に聞いていただく、子どもの言い分を聞くことが子どもに目が届くことで

はないかと思っております。信頼関係と子どもの言い分を聞く、そういったことがまず大きな子ども

との係わり合いがもてるということだと思っております。 

  もし、そういった子どもたちの中にいじめ等の兆しが見えた場合には、やはり学校の学校長がリー

ダーとなるべきだと考えております。まずその信頼関係が結べるということは、子ども達と学校と学

級と先生たちと規範意識が生まれるということでもありますので、まずいじめの防止にもなろうかと

今考えております。まずこの規範意識、これを定着させることがまず学校のいじめ、そういったもの

の防護策といいますか、防ぐことになろうかと思います。もしそういった中でも学級集団の中にいじ

めの兆候がありましたら、先ほど言いましたように、まず学校長がリーダーとなりまして、そのもと

に、全教職員が一致協力のもとにその指導体制に取り組む、そういうことがまず大切だと思います。

学校長と教職員が一致団結をする、そしてそのいじめに対する共通理解をもつということだと思って

おります。まず先生とそれから子ども達の間に信頼関係に努めているかそういったこと、それから特

にそのいじめに対する子ども達の悩みを先生方が受け止めているか、そういうことも、その相談体制

が充実できているかということで、学校全体の体制の機能を確立すべきだと考えております。 

  それから、子ども達に対してもいじめに対する見て見ぬふりをしない。子ども達がいじめに対する

傍観者にならないということも生徒達に話をすべきではないか、そういったことが学校全体で取り組
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めるようになれば、やはりいじめ、それから非行、暴力が少なくなっていくのではないかと思ってお

ります。 

生徒達と先生達とのまず信頼関係を結ぶ、そういうことが第一だと思います。そして、もし何かあっ

た場合には、先生達、それから学校長をリーダーとした一致団結、一枚岩のもとにその対応に取り組

む、これがいじめそれから非行に対する一番基本的な対応だと考えております。 

  以上であります。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 今、課長が申されましたように、このいじめというのは非常に難しい面があ

ると思います。学校だけでもできないし、家庭だけでもできない、地域だけでもできないということ

でございます。一人の始まりであっても、これは学級全体に非常にこの非行やいじめや暴力とかいう

のは影響してきますし、学校全体にも及ぼすことになると思いますので、そこ辺の対応というのはよ

ろしくお願いしたいと思いますし、教育長として何かご意見がありましたら。 

〇議 長（片山博雅君） 本田教育長。 

〇教育長（本田昌巳君） お答えします。 

  ただ今、課長が申し上げたとおりでございますが、校長会などで私が常日頃申し上げていることの

一つに、いじめあるいは荒れる学校に対することにつきまして、大抵荒れる学校というのは、少数の

加害者と多くの被害者の関係に分かれると思うんですね。一般的な場合には、被害者の立場に立って

ものを言うし、対応していくのが普通でございますけれども、根本的な解決をするには、やはり加害

者の立場にも立たなければならないというふうに私は考えております。ただ排除する、児童相談所に

行って相談をするとか、そういう学校から排除する理論だけでは決して根本的な解決にはならないと

いうことでございまして、ということは、なぜ彼らがそういう行動に走ったのか、その原因は何か、

あるいはまた、そこまで彼らを追い込んだのは何なのか、そこまで研究し対応する必要があると思っ

ております。加害者にも、少数の加害者にも学習をする権利はあります。人権があります。そういう

立場に立って物事を解決しなければ根本的にはならず、恐らくまた再発をするであろうと、そういう

ことだけ付け加えさせていただきたいというふうに思っています。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 本当にこの問題というのは非常に難しい問題ですので、慎重な対応をお願い

したいと思っております。 

  続きまして、学校再編につきましてお願いします。 

  昨日後藤議員からも質問がありまして、かなりのことはわかりましたけど、この点についてもう一

度ご確認をしたいと思います。よろしくお願いします。 

〇議 長（片山博雅君） 本田教育長。 

〇教育長（本田昌巳君） これは私の方から答弁をさせていただきますが、昨日後藤議員のご質問に対

しまして、その経過、それから今の考え、それからこれからの一定の方向については申し上げたとこ
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ろでございます。 

  それ以上、特にそれ以上のことはございませんけれども、ただ、いざ合議体の執行機関であります

教育委員会で一定の方向、新しい一定の方向が出た場合というのは、今我々が確認をしてる、認識を

してるところは、いずれは２校ないし１校にするということでございます。更に、我々はずっと尊重

してきました平成８年の学校審議会の答申書には「５００人を割ることがあれば１校にすることも視野

に入れて検討する。」という１項目がございます。昨日後藤議員ご指摘のように、２６年には４５０名に

なるという状況がございます。 

  そういうことも踏まえまして、これから地域、各学校、あるいは校区の皆さん、いろんな場面で真

摯で活発な議論を展開をしながら、一定の方向を模索をしていきたいというふうに考えております。

議員さんの山浦地区も小規模校でございます。ぜひともこれから情報提供あるいは話し合い等もさせ

ていただきますので、ぜひともご協力をお願いをしたいとそういうふうに考えております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） 山浦にもこの中学校の再編問題の検討委員会というのがまだ現在もあります。

現在、役員会、それから１年に１回の総会というのがあっております。非常に凍結の期間が長くなっ

たということで、非常に保護者等の意見、また、地域の意見というのもやはり食い違う面もあります

し、本当に本音でまた言われない面もなかなかそれぞれの立場で出ているようでございます。そうい

う意味で、先ほど教育長から、自らそういう話し合いにもかたりたいということでございますので、

どうかまた地元に出て来てもらってですね、またそういうところの話し合いを進めていくことも大切

なことではないかと思います。よろしくお願いします。 

  続きまして、④学校給食における地元産食材の使用について。この点につきまして、現在の取り組

み状況、また、考え方等お聞かせ願いたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 宿利学校教育課長。 

〇学校教育課長（宿利博実君） 学校給食における地元産の食材の使用について、お答えをいたします。 

  大分県が地産地消と限定をしておりますのは、県内産の野菜等を指定をしております。現在、玖珠

町給食センターの県内産の地産地消率は、１１月時点で約７０％の消費率となっております。このうち

良心市から仕入れる玖珠郡産の野菜です。この地元産につきましては５４．５％、県下でもトップの消

費率となっております。 

  また、冷凍食品につきましても、昨年の中国製品の中毒事件から、現在、国産の製品に変更してお

りまして、食の安全に努めております。 

  また、今後も、安心と安全とそれから地元産の消費に向けた取り組みに向けて進めていきたいと考

えております。 

  以上であります。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 
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〇９ 番（江藤徳美君） 県下でトップの利用率ということで、ひとつは安心しておりますけど、まだ

まだ日本の食料自給率がカロリー換算で４０％と低くなった時代、この食料の大切さというのはですね、

やはり子どもにも教えていかなければならない問題でございますし、そういう意味でも、地域の食材

を使って食べてもらうというのは大切なことと思います。 

  道の駅ができれば、まあ１回に大量の食材を求めるというのはなかなか難しいと思いますけど、や

りようによっては、栄養士さんの求める食材を栽培者に提案するというようなことで、そういう面も

出てくるんじゃないかと思いますので、そういう検討についてもお願いしたいと思っております。 

  では、次の項目に入ります。 

  ３番目、万年山山麓名水の里の活性化につきまして、ご質問いたします。 

  町、県の推薦を受けまして、下園の妙見様湧水が平成の名水百選に選定されましたことはご案内の

とおりでございます。今年になって、１月の１６日でしたか、町長も同行していただきまして、広瀬県

知事もこの湧水の里、私たちの地元に来ていただきまして、この湧水の良さというのを味わっていた

だけたんじゃないかと考えております。 

  私たち地域というのは３つの自治区があるわけですけど、実際、今まで殆どの家庭がこの湧水を利

用してですね、飲料水、それから田んぼ等の、それから生活用水いろんな面で利用しております。そ

ういうことで、この百選に選定されたということで、非常に九州は勿論、山口県等からも、自分たち

としては宣伝をしてないわけですけど、やはり毎日やって来るという状態でございます。 

  現在のところ、自分たちにできるというのは、やはり来てもらった人達に、こんなに汚いところか

ということでは申し訳ないということで、今までは、年に２回ぐらいの、その湧水近くというのは川

掃除それから妙見様の祭りのときとか、２回か３回ぐらいというのが清掃の状態だったんですけど、

現在はいろいろな人達に係わっていただいて、やはり毎月ぐらいの頻度で清掃もやっているという状

態でございます。そして、非常に狭い地域、それから湧水の湧いているところが自治区内ということ

で、また町道沿いということで、非常に水を汲む場合、やはりどうしても大きなポリ缶で汲んでいく

ということになりますと、どうしても車等は町道のところに付けてやはり汲むという状態になります。

駐車場も非常に取れない、ご案内の人につきましてはわかると思いますけど、駐車場も取れない、非

常に田舎で家も密集しておりますし、各家庭の駐車場も一杯一杯というぐらいでございますので、非

常に駐車場にも苦慮している。いろいろな問題がやはり発生してきております。 

  そういう中で、役員会、総会等を重ねながら、どうかしてこれが地域づくりの核になってですね、

万年山も名水百選に選定されておりますし、そういうできないかということを考えております。そう

いうことで、平成の名水を活かし、交流が沸き起こる地域づくり、それから住民総参加で元気が湧き

出る地域づくりということでやっていきたいと考えておりますけど、非常に難しい面も出てきており

ますので、その辺について町の取り組み方等がございましたら、お願いしたいと思っております。 

〇議 長（片山博雅君） 坪井商工観光課長。 

〇商工観光課長（坪井万里君） お答えをいたします。 

                       183 



  万年山山麓名水の里の活性化ということで、４項目にわたって通告をいただいております。関連を

いたしますので、総括的にお答えをさせていただきます。 

  万年山は自然を活用した観光を目指す玖珠町の中心的素材だと考えております。今春、万年山山開

きが第６０回の節目を迎えるため、今年度、山頂付近を周回できウォーキングコースを整備をしたとこ

ろでございます。 

  また、平成の名水に選ばれました下園妙見様湧水、下荻集落は万年山と一体の観光資源と認識をい

たしております。そのために、最初に湧水の衛生的保全が必要であろうというふうに思います。更に、

住民参加型の観光的山里づくりを推進することで、山浦地区を牽引する観光素材として成長する可能

性が高いというふうに考えております。この素材を最大限活かすために、集落の意見と専門家のアイ

ディアを結集したいわゆる「山里整備計画」といったものを作成をし、名水の保全、駐車場の整備、

直販加工品の販売、観光交流等を地域の住民の参加で展開することが、新たな雇用と地域づくりを創

造する力へと発展するというふうに思っております。 

  そのため、まず集落での計画協議を進め、その後ハードの整備をしていきたいというふうに考えて

おります。 

  また、春日小学校に隣接をしております山浦共同調理場につきましては、玖珠町学校教育センター

の一元化に伴いまして、平成１６年１１月に補助金適化法に基づく処理をしておりますので、この山浦

地区の地域の活性化、いわゆるそういう組織で、地域産物の開発であるとかそういったものを取り組

むということになれば、その施設の利用ということについては協議をさせていただきたい。ぜひそう

いう活性化に向けた取り組みを、町としても支援をしていきたいと思いますし、何分にもやっぱり地

域の盛り上がりというのが大事でございますので、今後地域と協議をさせていただきたいというふう

に思っております。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君残り時間２分です。 

〇９ 番（江藤徳美君） 専門家のアイディア、それから整備計画等も考えているということでござい

ますので、地域の方々も知恵を出し合いながらやっていかなければと考えていくものと考えておりま

す。 

  非常にこれは新たに始まることでございますので、非常にスピード感も必要かとは思いますけど、

この湧水の活かし方というか、活性化策について町長の目線に立って考えた場合、どういう方向性で

進むのがベストなのか、また成功への近道がありましたらお聞かせ願いたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） 先般の知事との地域の訪問のときにも私述べさせていただきましたが、これ

は大変山浦地区にとっては起爆剤になると私は思っております。名水と何々、名水と地域の産物であ

る、例えば、名水と何かの産品を作ってこんにゃくの里でもいいと思います。とにかくそういう形の

中で、名水と何々というようなネーミングのもとにその地域を開発していったらどうかなと、私はそ
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ういうふうに思っております。ぜひとも議員のお力で、地域を同じ方向性に向かう形が一番いいと思

います。下園だけではなくて、山浦全体を取り込んだ中での取り組みになればいいなとそういうふう

に思ってるところでありますから、よろしくお願いしたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美君。 

〇９ 番（江藤徳美君） ありがとうございました。 

  これで私の質問を終わります。ありがとうございました。 

〇議 長（片山博雅君） ９番江藤徳美議員の質問を終わります。 

  ここで、昼食のため休憩いたします。午後１時から再開します。 

午前１１時４８分 休憩 

△ 

午後１時００分 開議 

〇議 長（片山博雅君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  次の質問者は、２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 議席番号２番工藤重信です。ただ今から、通告の要旨に従って、一問一答方

式にて３点ほど質問させていただきます。 

  まず１点目、玖珠町集中改革プラン「行財政改革５か年計画」について、２番、玖珠町における企

業誘致と若者の定住問題について、３番、玖珠町の観光整備とイベントについて。 

  まず１番の玖珠町集中改革プラン「行財政改革５か年計画」について。 

玖珠町集中改革プラン５か年計画は平成２１年度で終わるが、これまで計画どおりに実現できたのか、

また、平成２２年からのプランは進んでいるのかと、これについて質問いたしますが、先ほど、昨日か

らこれについては同じような質問で、まず宿利議員さん、それから続いて江藤議員さんも質問されて

おると、そしてこの後、河野議員さんからも質問もあると思われますので、ダブらない形で質問させ

ていただきます。 

  本町の財政健全化比率等は適正であると思われます。また、財政再建化計画の基本方針でこの玖珠

町の集中改革プランは、これ１４ページから一応成り立っております。その中のものを幾つか抜粋して

お尋ねしたいというふうに思います。 

  その中にあります基本計画方針は、協働・簡素・効率の３つのキーワードのもとに自立を目指して

いると思いますが、特に気になる財政状況として、国の改革により地方財政の歳入構造が激変すると

ともに、高齢化等により歳出の増加が見込まれ、厳しい財政運営であるのではと思います。基本方針

の内容が整理していきますが、まずそこで町民と行政との協働による個性的なまちづくりがと上げて

います。地域自治組織の確立に向け、住民と行政の協働によるまちづくりを推進しますとありますが、

これまでコミュニティ関係以外にまちづくりの推進したものがあるかどうか、まずここから１点目か

ら質問ささせていただきます。これは全体的な問題でありますから、町長にお伺いします。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 
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〇町 長（後藤威彦君） 行革５か年計画につきましては、着実に進行してると思っております。詳し

いことは担当課長から説明させます。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

〇総務課長（松山照夫君） お答えいたします。 

  まず、住民との協働ということでありますけれども、これも今日、分権社会をつくるということで

非常に叫ばれておるようでありますけれども、今ご質問にありましたとおり、これまで４地区の地区

公民館を新たに自治会館というふうに銘打って、地域住民の声を行政に反映させる自立した地域づく

りをさせるということでこのコミュニティを発足いたしました。まずこれが一番大きな成果であろう

と思いますし、これからまた引き続きこれを発展させなければならないだろうと思います。 

  それ以外にどういうふうな住民の参画かということでありますけども、これまで特に特徴的なこと

を申しますと、大型事業が目白押しになっておりましたので、これまで地域住民に対して説明をいた

し、その意見を求めるというそのボールの投げ合い、こうしたことですね。それから町長が自ら地域

に出向いてふれあいトークという形で意見の聴取、意見の反映、拝聴をしてまいりました。それから

各種事業にあたっては、法律的に求められておるようなケースには、その対策委員会等を立ち上げて

住民の意見を聞いてきたというふうなことがございます。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 個性的なまちづくりということで、かなり考え方によっては幅広いものがあ

るかと、取り組み方によっては幅広いものがあるかというふうに思います。まず、例えば行政主導で

なくて住民も行政に参加してもらい、例えば、二十歳代から高齢者まで町民に呼びかけた幅広いまち

づくり会議といったものができないかというふうに思います。それは、例えばある町では２０代から８

０代の住民が公募により組織している「まちづくり１００人会議」でテーマを決めて意見を交換して町

に提言をしておりますと。それで人づくりと住民参加の行政の推進をここは非常に強く考えているよ

うなところで、施設も含めた会議等を行っておるが、こういった幅の広い会議等の進め方とかいうの

は考えていないか、お伺いします。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

〇総務課長（松山照夫君） このことについては、例えば、今高齢化社会迎えておりまして、福祉保健

課の方で介護保険事業計画を作ったり、高齢者の福祉計画を作っております。そのときに委員を選考

するわけでありますけれども、そういう場合は、大体行政の委員会というのは当て職というものが多

ございます。ですけれども、こういう委員会には、一般の町民の方の公募というものを、公に募集し

て選考するとそういう形もとってきましたら、こういう例がありますから、これからの行政施策に反

映するには、やはりそうした住民の公募方式、こうしたものを可能な限り取り組んでいきたいなと考

えております。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 次に、高度情報化時代に対応した行財政システムの構築ということで、情報
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化施策を展開し、電子自治体の実現を目指しますとありますが、この分については、例えば申請の部

分で、一部は電子申請とか考えられますが、これ以外に現在の進捗状況をお伺いします。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

〇総務課長（松山照夫君） この今、電子申請というのは、全国的にも電子国家を目指すということで

推進しておりますけれども、本町の場合は電子申請というのがまだちょっと件数がはっきりしたデー

ター持っておりませんけれども、極く僅かなものだろうと思います。 

  しかし、これから、住民票なんか日本全国どこでも取っていけるようになりますから、こうしたも

のは徐々に拡大していくんじゃなかろうかというふうに思いますから、そういう住民向けの情報開示、

電子的な開示といいますか、こういったものは進めていきたいと思いますし、また、行政内部の電子

化についても、今、大分県のＬＧＷＡＮといいまして、ローカルネットワークで県とのネットワーク

化も進んでおりますから、あるいは電子入札なんかもこういうネットワークを通じてやってますから、

これから拡大するものだろうと思ってますし、そういう行政のシステムを作り上げていきたいと考え

ております。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） わかりました。 

  次にですね、職員の意識改革と人材育成の中で、全職員が一丸となって行財政改革に取り組むとと

もに、職員の意識改革を推進し、地方分権時代に相応しい人材の育成確保を図りますとあります。そ

の中で、いったい全職員が財政状況等の分析などをどの程度捉えて認識して、現在表面化できるもの

があるか、伺いたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

〇総務課長（松山照夫君） 全職員の意識改革についてでありますけども、これも、今、運動公園やイ

ンター前ふれあい広場、この大型事業をするにあたって、職員の殆どがやはり町の財政状況どうなる

んだということを非常に心配して、そういった声も直に聞きました。そういうことで、財政担当課と

の協力を得まして、全職員に対して現在の町の財政状況、そしてこれからの財政の見通し、こうした

ものを何回となく行って、意思統一を図ってきたつもりであります。勿論この行財政改革についても、

職員団体をはじめ多くの職員の参加を呼びかけて、こうしたものを立ち上げて、議員の皆さんにもそ

の改革プランを説明したような経緯がございます。 

  以上でございます。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 例えばですね、ある町では、職員の提案制度とかいうことを組織立って、こ

れは係わりとしては、例えば町であれば、副町長以下が係った組織もあります。その中で何をするか

というと、要するに町民の利便性の向上を図ることができるとか、現在の施策の見直し又は新たな施

策に関するもの、事務能力の向上とか職員の意識改革、ここでも、それぞれは自分ながらの改革を行っ

てるようですが、先ほど総務課長の方から言われたとおりに、やっている面をできるだけ大事にして
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やっていただきたいというふうに思います。 

  次に、組織機構の見直しということで上がっております。住民ニーズに対応した課等の見直しを図

り、円滑な行政運営のための機構改革を実施しとありますが、今回、機構改革は上がっておりますけ

ども、私から見れば機構改革はできてないというふうな思いはあります。 

  それも含めまして、今後は、例えば平成３２年とかなれば、ややもすれば人口が１万５，０００人にな

ろうかというふうな見込みをしてますけども、まず人口がこういうふうな形にならないような形をま

た政策の中では考えていかなきゃいけないなというふうに思います。そして、もし仮に１万５，０００人

体制になれば、職員も１５０人体制みたいなところも打ち出しておりますけども、こういったことを厳

しい面があります。そして努力もこれは必要だと思われますが、この人口との関係で対策なるものが

あるか、ちょっとお伺いします。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

〇総務課長（松山照夫君） すみません、今のご質問の内容ちょっと…。 

〇２ 番（工藤重信君） 職員数とですね、職員数の改革の面とかですね、１５０人体制とか厳しい面が

あるからですね。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

〇総務課長（松山照夫君） まず組織機構の見直しは昨日回答いたしましたけども、近年では平成１７年

に、それまで２５課、２５の課がありまして、それから５１の係がありました。これを１７課４６係に大きく

縮小をして機構改革を図ってます。 

  今回の機構改革は、議員が言いますには機構改革になってないというご指摘でございますけども、

確かに、将来町民の人口が１万５，０００人になれば１５０名体制、職員体制を求めていくというふうな究

極の目標を掲げて今やってるわけでありますけども、今日の行政改革を見ますと、これまでいわゆる

古典的といいますか、行政の人員を削減する、給与を削減する、報酬を削減する、そうした形の、い

わゆる古典的と言うとちょっと語弊がありますけども、そういう形の行革だけでは乗り切れないやっ

ぱり要素が今出てきているんではないかなというふうに思います。それがやはり、先般の小泉内閣の

構造改革三位一体改革というふうに、財政改革を含めてこられておりますから、それに合わせてやっ

ぱり地方分権というものがあります。この地方分権というのは、やはり各自治体の自主性とか独自性

を高めるうえで、自治体の行政能力をやっぱり高めなければなりません。具体的にいうと、やはり職

員一人ひとりの政策能力を高めなければ、これからのやはり行政乗り切れないだろうという面があり

ますから、人数だけで行財政改革を推進すれば、明らかにどこかに無理がいくんじゃなかろうかなと

いう危惧をしておりますから、これからの政府、国の方針なんかを、やはり状況をきちんと押さえて、

それに対処するように行政改革に取り組んでいきたいと思っております。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） １５０人体制というのはこの行政改革のこのプランの中に書かれておることだ

から、一応確認をしたわけです。別に、確かに厳しさはわかります。ですから状況だけはというふう
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に思います。 

  それで、後、次はですね、総合窓口の設置やフレックスタイムの導入について検討しますと行政改

革プランの中にも織り込まれております。この問題をどんなふうに考えますか。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

〇総務課長（松山照夫君） その問題は、これも以前から窓口一本化で、受付、ワンストップサービス

ということで取り組んでおりましたけども、非常に今日、財政と大きく絡む問題がございまして、現

在、そうした窓口の改革はまだこれからという段階でございます。非常に電算やそういったハードを

入れ替えると経費的なものがかかりますので、今の職員対応でできる、行政サービスを低下させない

ような、窓口サービスを低下させないようなシステムで今頑張ってるところであります。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） この問題はですね、小さな町もやってるところがありますので、ぜひそうい

う方向に向けて頑張っていただきたいというふうに思います。 

  次にですね、公の会計、公会計の整備、平成１８年８月３１日付で地方行革新指針に基づく財務４表の

整備又はその情報開示について、平成２３年秋までに整備ができるよう進めるというふうに上げていま

す。町村を含めた全自治体に、平成２１年秋を目処に連結ベースの財務４表の作成を求められています

が、本町の整備できてるか、この状況をお伺いします。 

〇議 長（片山博雅君） 帆足企画財政課長。 

〇企画財政課長（帆足博充君） ただ今、ご質問の財務諸表の公表の件であります。これまで総務省の

指導に基づきます、町村でいいますと普通会計決算におきます財務諸表の整備をこれまで行い、県に

報告する中で、全国的にその公表がなされてきております。更に、それは普通会計としての財務諸表

の作成でありまして、これから国の方から求められておりますのは、全ての会計といいますか、特別

会計、それから町が構成となる他の会計まで含めて、連結決算による財務諸表の作成が、義務付けが

今後求められております。現在、その作業について、普通会計の連結から更に特別会計の連結決算の

作成に向けての研修、県との資料的な検討といいますか、研修を行いながら、今後、公表に向けた体

制をとるということで準備を進めております。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 次に、行政評価の導入に関する検討は未実施であり、今後の課題として上げ

られるということでプランを組んでますが、この問題は、現在どのような考え方を出されてるかお聞

きしたい。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

〇総務課長（松山照夫君） この行政評価については、既に、この自ら行政の事業実施についての評価

というものをするように求められております。まだ本町の場合は、その行政評価についての検討取り

組みはこれから始まるわけでありますけども、確かに先ほど言いましたとおり、地方分権の中におい
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ては、住民のニーズ、こうしたものの満足感を得るような行政システムに転換をしようとしている段

階でありますが、どうしても事業実績、その成果については自らやっぱり評価をしなければいけない、

あるいは第三者の評価を求めて、この事業は正当なものであったかどうか、効果はどうであったかを

評価するようになりますから、これは、これから準備を進めていきたいというふうに考えております。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 先ほど申しました行政評価は、事業前と事業後とか二本立てで評価しながら、

実際行ったり、事業を執り行ったり廃止したり休止とかそういうことが十分考えられますので、これ

大切な分野であるというふうに思います。 

  次、２番目、玖珠町における企業誘致と若者の定住問題について、今、町民が一番願っている工業

団地を含む企業誘致と若者の定住問題は、今後どのように考えるかということでありますが、これに

ついては、先ほど江藤議員さんからも質問があり、また、この後の河野議員さんからも質問があると

思いますので、なるべく重複しないような形で質問させていただきます。 

  企業誘致については、「がんばる地方応援プログラム」で、企業の立地促進のプロジェクトの具体的

な成果、目標によれば、従業員の地元採用により住民の生活基盤を確保し、定住化を図る。工業設置

及び操業に伴う資材物資及び役務調達の地元企業の活性化による地域経済の活性化を図るとこういう

ふうにありますが、町長の施政方針の中にもこの問題については触れております。それは一応工業系

でなくて農林水産等、そのような分野も含めた誘致活動を行いますというふうな形が入れております

が、特に幅広く持つことは、農業、林業、工業、商業的なものを含んでの立ち上げが必要であるし、

そして地産地消も考えて今後の計画の中で取り上げて立ち上げていかなければならないと思いますが、

これに対してですね、例えば１年後、あるいは２年後とかそういう目処のもとでですね、計画的な考

えがないとなかなか漠然として進みにくいというふうに思いますけれども、いかがお考えでしょうか。 

〇議 長（片山博雅君） 坪井商工観光課長。 

〇商工観光課長（坪井万里君） 企業誘致についてお答えをいたします。 

  企業誘致につきましては、町民が一番願ってる、あるいは議員さんの願いも同じだと思います。今

回３名の方から通告を受けております。 

  これまで、企業誘致につきましては本町の重要課題ということでこれまで述べてきましたし、また、

そういうことで取り組んできたところでございます。玖珠町には技術能力を活かせる職場が大変少な

いということで、学校を卒業した若者が町外へと流出してるのはご案内のとおりでございます。 

  企業誘致による雇用の確保を定住問題の最重要課題としてとらえ、取り組んできているところでご

ざいます。具体的にいいますと、企業誘致とは企業に玖珠町の土地を提供することであり、工業用地

を商品として企業に販売することに集約をされるわけです。現在、手持ちの商品の筆頭は玖珠工業団

地でありますけれども、県営であり、大規模な企業の立地を想定をしているところです。勿論県は積

極的な売込みを行っておりますけれども、ご承知のように、今日の景気の低迷により企業の大規模な

投資は当分の間望めない状況であることはご案内のとおりでございます。 
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  したがいまして、さっき午前中の江藤議員の質問にも町長の方から答弁を申し上げましたけれども、

農林漁業、商工業等の連携を強化し、地域経済を活性化するための法的な枠組みを整備するために、

農商工等連携促進法というのが施行されまして、農林業をはじめとする地域の特性を生かして将来を

見据えた多様な産業の企業立地を検討する、それに基づいて検討していきたいというふうに思ってお

ります。 

  県営の工業団地は大規模を想定しての団地でございますから、比較的企業が進出をしやすいといい

ますか、１ヘクタール前後の規模の用地の適正調査をしておるところでございます。そういったこと

から、製造業に限らず、自然環境など地域の特性を生かした幅広い分野での企業誘致を検討してると

ころでございます。 

  具体的に、いつその企業がくるかというのは、これからの取り組みもあるわけでございますので、

準備を怠らずに取り組みを進めていきたいというふうに思ってるところでございます。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 工業団地におきましては、現在の状況から考えて、今先ほど課長が言われる

とおりにあります、状況はわかります。で、一番心配なのは、県の関係もあるけれども、しかし町は

町でまた町民に知らせるという手段を少しは考えて公表しなければ、どげえなっちょるかとかいうふ

うな形になってしまいますから、そういうことも今回きちっと整理していただきたいというふうに思

います。 

  次にですね、若者の定住問題について、若者の定住については各地では助成制度をしてます。玖珠

町では、いい例が、特に新規就農者とかに対しての支援をされているようにあります。この項にはで

すね、たくさんの事例があります。Ｕターン者も含めてですね、いろんな制度があります。特に独身

者には、Ｕターンの独身者には２０万円をとか、あるいは妻帯者には３０万円、結婚定住者１組に２０万

とか、あるいは満４０歳以下の農業新規参入者には１５万円とか、結婚の定住者への住宅手当、例えば

家賃は今５万６万、５万６万家賃がかかれば、玖珠町の若者は住めない。それで家賃を５０％を５年間

支給するとかいうような形でしているところもあります。そして、例えば家を建てる場合、若者が定

住できるために、その対策として、家を建てるときには町が宅地造成をし、分譲して、安値で宅地を

提供するとかこういうこともあります。それから、町内に家を建てる際には、５０歳未満で１０年以上

住む意思のある人は１２０万円を限度に借入金の３％を補助するとか、こういうものもあります。 

  そして、大分県の宇佐市安心院町では「新規就農者確保対策事業」として、新規就農者確保のため

に、３年間毎年２００万円を無利子で融資、農場も５年間無料で貸与、研修経費を１年間毎年１０万円を

貸与しているそうです。 

  こういったことから、地域の、これとは別にですね、地域の教育振興のための山村留学、地域の受

入れ家庭に同居する「里親留学」こうした産業に結び付く施策を講ずることも考えられるというふう

に思います。これについていかがお考えかお聞きしたいです。 

                       191 



〇議 長（片山博雅君） 帆足企画財政課長。 

〇企画財政課長（帆足博充君） 定住条例の本町における取り組みということでのご質問だと思います

が、現在、玖珠町において具体的な定住条例の制定はされておりません。先ほど議員が申された住宅

手当でありますとか、結婚祝金だとか、それから農業の新規就農については、農林課の制度として現

在運用されているものはございますけれども、具体的に定住条例そのものでの施策のメニュー化が図

られてないのが現状であります。今後、工業団地等の新規雇用の場の創設等が最大の定住の要件にな

ろうかと思いますけども、それを更に補足するといいますか、環境整備をするうえで、今後各県内い

ろんな事例を検討しながら、玖珠町としての定住条例の検討については進めていきたいというふうに

思っております。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） この問題は幅広く、金額的にもいろんなことがあって、建設されなければで

きない問題でありますので、一応そういったことを大きな問題として町長も視野に入れていただきた

いというふうに思います。 

  次に、３番目の玖珠町の観光整備とイベントについて。 

  本町では既存の観光資源を生かし、観光整備の計画はあるか伺います。 

〇議 長（片山博雅君） 坪井商工観光課長。 

〇商工観光課長（坪井万里君） お答えいたします。 

  本町の観光振興計画についてでございますが、観光は幅広い業種への波及と地域経済の浮揚が期待

できる、２１世紀の最も主要な産業といわれております。こういった中、平成１９年１月１日に観光立

国推進基本法が施行されました。このことは、観光による人・物・情報・文化などの交流は経済を活

性化させるばかりでなく、地域特有の資源の再発見や魅力あるまちづくり等、町民の生活や文化の向

上、生きがい対策にもつながることから、観光振興を政策の主要な柱と位置付けた取り組みが始まっ

てるところでございます。 

  本町におきましては、玖珠町観光振興計画（案）を昨年の７月に玖珠町総合行政審議会産業経済部

会に諮った経緯がございます。その後、町長選挙の結果を踏まえ、再度内容の見直し等を行い、再度

玖珠町総合行政審議会に諮り、玖珠町観光振興計画の策定に取り組んでいきたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 観光客が玖珠町に訪れた際に、例えば万年山、伐株山、三島公園、そして最

近では、特に観光スポットになると思われる機関庫、そしてまた角牟礼等が、どう行けばいいのか、

車で行けるのか行けないのか、そこには名勝としてどのような楽しさがあるのか等は、私が町に立っ

たら聞かれます。これらの状況でですね、全般的な整備が必要であるし、これにも相当な金はかかる

と思います。例えば山などでは遊歩道とかあったりするときも、これは特に高齢者も係わってそこに

行って楽しめるかとかいうような形は聞かれます。 
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  それで、午前中の中では、江藤議員さんの中には、特に万年山ですね、ウォーキングのコースとか

もうそういうのも造られたとかいうことで、非常にいいことだけれども、まず例えば、先ほど出まし

た山浦の湧水にしてもですね、国道に大きな看板がない。ないというのはね、上げられないんです、

整備ができないから。どれくらい車が止められるかということもわからない状態で、今から開発をす

るような形になると思いますけども、そういった箇所は、非常にいいものがありながら整備できてな

い関係で、なかなか伝えることができない、そういった面を今後計画の中でどれだけのものができる

か、ちょっとお伺いしたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 坪井商工観光課長。 

〇商工観光課長（坪井万里君） 現在、これから計画、山浦につきましても、また観光協会等と今協議

をしているわけでございまして、具体的に、いつ何ができるというのは具体的に申し上げるところは

まだないんですが、来年度そういったいろんな事業をまた取り入れておりますので、その中で具体的

に進めていきたいというふうに思っております。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 玖珠町全体の観光整備は、先ほど申したとおり年次計画等で行い、各名勝に

は、例えば各地に出かけるとですね、有料で自動的なガイドが流れるとかそういう施設設置もありま

すが、特に玖珠町では、今度立ち上がる道の駅について、どの程度のこういう観光面のガイド的なも

のができるかはわかりませんが、そういったガイドが付いて観光案内できるとか、もしくは、できな

ければどういう形できちっとしたものを案内してくれるとかいうようなことで、こういうことをまず

聞きたいのと、それからイベントについても、開催時期を延ばして、観光会社と協議しながら、バス

ツアーとかで来れるようなそういう組み方はできないかお伺いいたします。 

〇議 長（片山博雅君） 坪井商工観光課長。 

〇商工観光課長（坪井万里君） 観光地のガイドさんにつきましては、以前、森公民館の時代に、公民

館の事業としてボランティアガイドさんというのが、公民館の事業の中で展開をされて、ボランティ

アで三島公園の周辺の観光案内というものをされておりました。現在も数名おられるわけですけれど

も、実はガイドさんも高齢化といいますか、なかなか若い後継者というのがなかなか生まれてこない

ということで、また、そういう、実はコミュニティの中でもそういうことの取り組みもというお話も

してあるわけですけれども、全町的な案内となりますと、大変玖珠町も広うございますので、なかな

か難しいかなと。ただ、先ほども出ました万年山のウォーキングコース等も、周遊コース等も設置を

しましたので、そういったウォーキングの案内といいますか、ぜひそういう方を育てていきたいなと

いうことは、観光協会とも協議をしているところでございます。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 次は２点ほどお願いをしたいというふうに思います。 

  例えばグリーンツーリズムの関係ですが、こういったグリーンツーリズムのような滞在型の観光整

備はもっと充実していただきたいと。それから、国定公園等は国や県の関係の関連のことも考えなけ
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ればならないので、そういったところの環境観光整備等は、県に向けての補助金の活用とかを利用し

ながら、できるものなら作っていただきたいというふうに思います。 

  次に、今年で第６０回を迎える日本童話祭や第６０回の万年山の山開き等は、節目にあたることから、

どのような企画集客力を考えているのか、ちょっとお伺いします。 

〇議 長（片山博雅君） 小川社会教育課長。 

〇社会教育課長兼中央公民館長（小川敬文君） お答えいたします。 

  昭和２５年の童話祭建立に始まった日本童話祭は、平成２１年５月で６０回を迎えます。日本童話祭実

行委員会事務局といたしましては、去る１２月１８日に開催をいたしました「第６０回日本童話祭第１回

実行委員会」において、第６０回の記念行事として実行委員会主催事業の開催を提案し、承認をしてい

ただいたところであります。 

  現在、事業を策定し、事務折衝を行っております。具体的には、童話祭実行委員会事務局の教育委

員会、社会教育課といたしましては、久留島武彦翁の思いである青少年生活環境の醸成、それから児

童文化の振興、子どもの健全育成等の視点から、平成２１年５月４日に第６０回日本童話祭記念前夜祭

として、メルサンホールにて親子や家族、町民を対象としたコンサートを計画準備しております。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 今、先ほど実行委員会のちょっと話も出たけれども、その前に、この童話祭

関係の行事、前日も含めてもありますが、行事に出られる役場職員は、担当者を含んで全体の何％ぐ

らいが童話祭に係って活躍されているのかお伺いします。 

〇議 長（片山博雅君） 小川社会教育課長。 

〇社会教育課長兼中央公民館長（小川敬文君） 基本的には全員参加という形になっております。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 私がこれを申し上げたのはですね、若い職員が、せっかくの連休だから外に

遊びにいきたいというふうな人もいます。ですから、今言われた、社会教育課長が言われたような形

では、私は意外と取りにくい面もあります。全ての人が係わるというのは難しい面もあるかもしれま

せんが、町全体でこれは取り組むようなときには、やっぱりそれなりの一員としての気持ちはあって

しかるべきじゃないのかなというふうに思います。 

  この実行委員会、さっき出ましたメンバーも、若者が少なくて高齢者が頑張っていることで、高齢

者からもそういう声は私は耳にしました。今年の童話祭は記念すべき年であるから、町全体が童話祭

一色となるような、実行委員会の方だけじゃなく、子どもから大人まで幅広い呼びかけをして取り組

みし、訪れた方に飽きを感じさせないようなイベントを常に企画し、広くＰＲできるような企画はで

きないかというふうに私自身は思います。 

  もう１つ、このＰＲの手段はですね、申し上げると、一番の効果は何なのかというと、口コミでは

ないかというふうに思います。これについては、昨日ですかね、メルヘン大使のことも出ました。こ

れと同じような形で、各地に玖珠町の人が出身者がおられますが、その方にふるさと大使に任命し、
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現在住んでいるところで、ふさわしいふるさとの良さをＰＲしてもらい、観光客の誘致を図っている

ということで、こういうところもありまして、大使には身分証明書にあたる大使証を発行し、お礼に

地元で採れるワラビやぜんまいなどの山菜、山の幸を贈るそうです。そして大使の紹介で訪れた観光

客には、宿泊料の割引などの特典も検討しているという形で、こういうところもあります。それで、

大使には年に数回、村民として交流会に参加してもらい、過疎の進む村等は外からの応援を非常に期

待しているというふうに思います。こういった大使の取り組みとか、あるいは子どもを主体の子ども

童話祭ですけど、子ども達の本当の思いはどこにあるかとかいうふうな聞くところのものはできない

かというふうに思います。ちょっとお伺いします、それを。 

〇議 長（片山博雅君） 小川社会教育課長。 

〇社会教育課長兼中央公民館長（小川敬文君） 童話祭の実行委員会のほかにといいますか、実行委員

会に、三島会場の運営委員会と河川敷会場の運営委員会、それからおとぎ劇場の運営委員会という３

つの運営委員会がございます。各会場とも特色を凝らした事業展開をしておりますし、地域性も一部

あるところもあります。その中で高齢化というお話もあっておりますけれども、そういった現実的な

問題に各運営委員会とも対処していきながらの、本年度の童話祭かなというふうに考えております。 

  あとＰＲ、告知の件なんですが、告知については昨年ちょっと遅れた経過もありましたので、今年

は１２月の議会でＰＲ分の補正を前出しでいただきました。ポスターとパンフレットを中心に現在作製

をしておりますので、３月までには作り上げて、４月中旬には遅くとも配布をしていきたいというふ

うに考えております。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 私そのものはですね、子ども童話祭実行委員のメンバーであるし、１０年ほど

実行委員長をしまして、今現在は顧問に就いてますけど、ポスターそのものも自分たちで一人ひとり

は担当して、今年はあんた、来年はあんたという形でポスターなんか刷り上げて、手作りのものになっ

ております。それを印刷会社にかけるわけですけれども、そういったことで半年間かけていろんなこ

とを企画して、実際、その日が来るまでには半年間の月日が流れているんですね。そういった意味で、

今先ほど申されましたポスターの件は、できるだけ早くですね、製作してほしいと。実際に見る方は

そんなに早くないような気がします。だんだんだんだん浸透するまでには時間がかかりますので、で

きるだけ早くお願いしたい。 

  最後に、今年の万年山の山開きについては、昨年の２倍もしかしたら予算計上されているんじゃな

いかというふうに思いますが、今年は例年とは違う何があるのか、ちょっとお伺いしたいんです。 

〇議 長（片山博雅君） 坪井商工観光課長。 

〇商工観光課長（坪井万里君） ６０回目の節目にあたります山開き、万年山の山開きについて、お答え

をいたします。 

  万年山の山開きにつきましては、玖珠町観光協会の主催によりまして、これまで「伐株山憩いの森
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をスタートし、万年山往復のウォーキングコースをゆっくり楽しく自然を楽しむ」をモットーに開催

をいたしまして、近隣の市町村及び都市圏の市民の方々に参加を呼びかけてきたところでございます。 

  今年６０回の節目を迎えるということで、予算的にも町の方にお願いをしまして増額をしていただい

たところでございますし、今日ちょうど観光協会の方で「春爛漫のウォーキング」、これは三日月の滝

をスタートするわけですが、あるいはこの山開きについてのＰＲに、福岡に本日まいっておるところ

でございます。そういうことで、今年は万年山の整備をいたしました周遊コースを利用いたしまして、

８合目、お花畑、鼻ぐり、山頂、避難小屋、吉武台、８合目の周遊コースを使いまして、今回、記念

の大会を実施をしたいというふうに考えております。今、インターネットやはがきで参加を呼びかけ

ておるところでございます。多くの町民の方、また、都市圏の方に参加をしていただけると有り難い

なというふうに考えてるところでございます。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信君。 

〇２ 番（工藤重信君） 聞くところによると、今年は、頂上の特にミヤマキリシマがあるところには

熊笹がある、その草刈処理ですね、県の方に連絡しながらやって対応しておると思います、その処理

をですね。で、あの周辺ずっときれいにしていただきたいと、それはひとつの願いであるのと同時に、

もう一つはですね、以前は万年山の山頂で餅投げをしてたんですね、観光協会で。これも観光協会で

すけども、やっぱり行政も一緒になって考えなければならないけど、その餅投げは家畜市場のところ

で、そこから登る人に渡してたけど、じゃ山浦側から登ってくる人にはそれは伝わらないから、上がっ

てみたら餅投げがないと、がっかりして帰るとかですね。私も、来年はぜひそういうことのないよう

な形をとってほしいというような形で、直接話はした経緯はありますけれども、今年はそういったこ

ともまた守っていただきたいというふうに思います。 

  以上で私の一般質問を終わります。 

〇議 長（片山博雅君） ２番工藤重信議員の質問を終わります。 

  次の質問者は、３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） こんにちは。議席番号３番河野博文です。 

  平成２１年の第１回玖珠町定例会におきまして、一般質問の機会をいただきましたことに感謝申し上

げます。また、質問につきましては、一問一答方式でまいりたいと思いますので、議長よろしくお願

いいたします。 

  私は幾つか質問を上げております。昨日、今日と、私は９番目になりまして、殆どの議員の方がい

ろんな各度から私の質問と同じようなことを聞かれましたので、私も質問するのに何か遠慮があるな

という気がしております。しかし、ちょっと観点の違うところからやっていきたいと思っております。 

  まず、主にはですね、町長に町のまちづくりについての考え方、基本的な考え方、これに関して主

に５つ程度上げておりますが、町長のまちづくりの考え方ということで、若干それることもあるかも

しれませんけど、基本的にはそれないでいくつもりでございますので、よろしくお願いいたします。 
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  また、２番目の教育委員会、特に今度教育長の考え方というか、これからの指導方針につきまして

のことを、また幾つか含めて聞きながら、聞かさせてもらいたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

  まず、まちづくりの方ですけど、平成２１年度予算、行財政改革・機構改革等についてということで

上げております。先般ですね、玖珠町で昨年行われました国体の第５回の総会、また、反省会がござ

いました。その中で、本当に町民がすごく感動したというか、そういうようなところにつきまして見

せていただきました。また、町長もその席で、本当に町民が国体に皆で参加していろんな感動を受け

たということと思いますが、以前、町長がホッケー場につきまして大型事業の幾つかでホッケー場が

入っておりました。大型事業は全て見直していかなければならないということをよく言われます。し

かし、あの感激感動を感じたときに、町長はそのホッケー場の大型事業は間違っていたのかどうか、

その辺につきましてお考えを聞かせてもらいたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） 基本的な考え方を申し上げたいと思います。 

  大型事業につきましては、これからのまあ５年１０年先の事業について、十分見直しをしていくとい

うか、新しい事業については慎重に対処していかなければいけないなと思っております。従来の事業

については、前町長時代に造られたことでありますから、それは例えの言葉として出したわけであり

まして、非常にこれからは慎重に対処しなければいけないと思っております。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 事業の大型事業というものの考え方なんですけど、お金を大きくかけるから

大型事業か、大きい物を造るから大型事業かといういろんな考え方が出てくると思うんですけど、昨

日からのお話も聞いておりますけど、ホッケー場に関しては、玖珠町からの一般財源の持ち出しは殆

どなかったと思っておりますが、これは国体の方の参事、どんなふうですか。あまり町からの財源持

ち出してなかったですね。 

〇議 長（片山博雅君） 森社会教育課参事。 

〇社会教育課参事（森 高三君） 今の河野議員の質問でございます。 

  ご案内のとおり、ホッケー場は、玖珠町が進めていますホッケー競技の振興と国体を迎えるための

ホッケー場会場としての会場として施設を整備したものでございます。 

  平成１８年に開始をいたしまして、約４億６，０００万円の資金をかけて造っております。この資金の

内容につきましては、県の、国の援助をいただいておりまして、金額はちょっと私今、後で述べさせ

ていただきますけど、３分の２以上は補助をいただいたものと思っています。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） その中で、森参事もあのとき本当に感動したというか、ことを受けたと思い

ます。私も民泊とかの様子、ＤＶＤに作られていたのを見ましてですね、本当にいいことをやったな、
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ああ、いい大会ができたんじゃないかな、玖珠町にはホテルがあまりなかったから、かえって民泊し

たのが良かったな、町民とのつながりができて、また、それから先についても、また相手先というか、

泊まってくれた人達との交流が盛んに続いてるみたいなんで、本当にいいことではなかったかなと思っ

ております。ぜひですね、やはり大型事業もいろいろあるんですけど、町長さんも見極められて進ん

でいくということなので安心しておりますが、ぜひやはりいいことにはですね、積極的に進んでもら

うというようなことでやってもらいたいなと思っております。 

  それから、今問題になっております大型事業の玖珠町の総合グラウンドの件ですけど、これにつき

まして、町長はいつもグレードを落とす、落としていきたいということをよく言われますが、現場サ

イドの担当課の方で私は確認したところ、「いや、グレードを落とすつもりはない」というようなこと

を言われてると思うんですけど、その辺がですね、まだ町の執行部の中でも話し合いがうまくいって

ないんじゃないかな、そういうような気がするんですよ。だからもうやるのか、やらないのか、やる

ときにはちゃんとしたことでやるのか、その辺がですね、まだ見えないというか、やはりもうこの辺

ではっきりしないと、もう工事の段階に入ってまだそういうことを言ってる状況、今そういうことを

言ってる状況じゃないと思うんですけど、その辺についてもう１回町長さんに確認したいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） 自席からお答えさせていただきます。 

  この件につきましては、勿論今から原課と私、それから勿論三役も含めて、それからどういう今後

進捗をしていくのか、まあ財政の問題もございますので、その点で十分協議をしてまいりたいと思っ

ております。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 少しわかったような、わかりにくかったような気もしますけど、これに関連

してですね、次の方も、行財政改革・機構改革につきましてお尋ねしたいと思います。 

  今度議案として上がっております行財政改革ですね、やはり行財政改革とか機構改革とか行う中で、

やはりそれをすることによってのメリット、このどういうところに良さが出てくるのか、そういうと

ころがはっきりわからないとなかなか賛成できないというか、ところがあると思うんです。そしてや

はり行財政、財政改革とかいう名が付くときには、私、議案質疑のときしたと思うんですけど、人数

を何人体制、何人体制じゃない、現在この課にはこうこうこう何人いる、今度新しくするとこうこう

こうなって、人数的にはこうなるんだということをお示しくださいといったら、人事に関することだ

からそれはできないと言われたんですけど、このことについてはですね、誰をどこにやるとかそうい

うことは聞いてないんで、人数がどのくらいになるとかいうようなことを、まず計算してやってるん

じゃないんでしょうか。そしたら自ずからどの程度にどの辺の課が減ってくるとか、どの辺の課が反

対に増えてくるとかいうようなことができてくるんじゃないかと思うんですけど、その辺につきまし

てもう１回確認したいんですけど。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

                       198 



〇総務課長（松山照夫君） お答えいたします。 

  行政改革、とりわけ機構改革の部分について、そのことをやるときには、確かに総人数というもの

がもう既に採用してますから、全体枠というのはもう決まってますから、その振り分けになろうかと

思います。その振り分けというのは、人事異動と並行してやらなければ、なかなかその業務の分配も

ありますから、この年度末を迎えての短期間の中で並行してやるもんですから、この議会の中でなか

なか、この係何人ぐらいというふうにお示しするのはできないといったことで、総枠人数はもう把握

しておりますから、その中でやっていくということです。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） その総枠はそんなに簡単に減らすということはできないと思うんですよ。た

だ、今度の議案が上がってきたのは３月２日に上がってきてるんですよね。それで施行するというか

やっていくのは４月１日からやっていく、普通考えたらですね、こんだけの行財政改革やっていく中

で、たった１ヶ月足らずの中で取り組んでいくというか、いろんな面で弊害が出てくると思うんです

よ。そしてまた、そのときに聞いたんですけど、どういう人達でこういうのを話し合いをしたんです

かといったら、三役と総務課長さんですか、で話をされたとかいうようなことなんですけど、それに

つきましても、今までまちづくりする中で、町の中にも行財政の改革の推進委員会とか総合行政審議

会とかあると思うんですけど、そういうところに全然相談なしにしているというような、どういうと

ころからそういうふうになってきたんですか。 

〇議 長（片山博雅君） 松山総務課長。 

〇総務課長（松山照夫君） ご質問の趣旨はわかりますけども、これまでの経過で見ますと、機構改革

を審議会にかけたような経過は確かないと思いますし、議会の中で、全員協議会でまた皆さんにご提

示した経過もないと思いますし、これまで私の経験からしてみれば、町長の下部機関のことですから、

もう町長の専管事項でありますから、私達職員がその命令受けてこれを改革してきたという経過であっ

たと認識しております。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） じゃこのやり方で正しかったということでしょうか。町長どんなふうですか。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） 正しいか正しくないかというのはちょっとよく判断できませんが、できるだ

け皆さんに十分周知をしてやった方がよかったかなという思いもあります。 

  ただ、大きな流れの中で、前任者が、前任の町長の時代にひとつの方向はできておるわけですね。

課もこういう形で減らそうと、そういうような大きな流れの中で踏襲をしておった関係上、そういう

形の中で、こういうふうに課は１つ減らして、今１５０人体制という形の中での課を１つ減らす、逐次

減らしていくというか、もうそういう形の中で考えていこうとしたわけであります。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 今、前任者が決めたことをやられてるということなんですけど、実際の話、
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選挙で通られたのは後藤町長さんの方であって、町長さんの方が町民から推されたという感じなんで

すよね。そのときに、何で推されたか、町長さんはいつも「町民の目線でものごとを考えられる」と

ね、そして、いろんな面でものごとを相談しながらいくというような姿勢があるのに、時々私が感じ

るのは、町長さんは一方的に何でも出るというか、やって、後からちょっとまずかったというような

ことが度々出てくるんですけどが、この件につきましても、本当にね、本当にこれからの町をつくっ

ていくということを考えたときには、この組織で本当にいいと思われますか。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） 最高ではないけど、ベターな組織であるというふうに考えております。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 今まで、今度上がっている課の整備につきましては、今までの課があってで

すね、その中にいろんな係がありますよね、その中に課があって係があると思うんですよ。殆ど係的

には変わってないんですよね。できたのが１つか２つ、電子計算システムに関すること、それと自衛

官の募集か何かが新しく入ってきたんですかね、その程度だと思うんです。その後は、課の中の係を、

さっきいった農商工の関係あったかもしれませんけど、それで振り分けてしたとしか思えないんです

よね。それで満足されているというのがね、私はおかしいんじゃないかなと。本当に行財政改革やる

んなら、これから玖珠町が進む道で、どのようにやっていけばいろんなことができるのか、そういう

ようなことを踏まえて行財政改革をやっていくのが本当じゃないかな。前任者がやってきたことがよ

かったから、それで進むとかそれじゃなくて、本当に町を考えたらですね、どのような係の作り方そ

ういうようなことをね、やはり先ほど申しました、課長さんたちが主になって作ってる行財政の改革

の委員会ですか、そういうのもあると思うんですけど、そういうところに諮って、皆さんの意見を聞

きながら、そして本当にまちづくりをするのにはどんなふうにすればいいのかとかいうようなことを

考えていくべきじゃないかなと思っております。 

  また、施政方針の中にありました、江藤議員が午前中ですか聞かれましたが、１課１プロジェクト

等をやっていく中で、それをどこでどういうふうにやっていくのか、そういうようなことも全然見え

ないし、来年度の予算、予算もその課を変えたときのことを考えて予算編成をしているのか、そうい

うようなとこも全然まだできてないと思います。 

  また、それから玖珠町条例の中の組織の、組織の条例ですかね、そういうところもですね、全てあ

たらないといけなくなると思うんですよ。そうしたときに、今ちょっと変えて、今変えてですね、ま

た少し経ってから、悪かったら変える、そういうようなことはね、簡単にはできないと思います。そ

れにはね、やはりお金が要することです。それはもうただでできるものならそれは幾つもどんどん変

えていったらいいと思うんですよ。しかし、お金がかかることだから、ある程度は先を見通して、も

うこれを決めたらこれでいけるんだというようなところをね、慎重に審議して決めていってもらいた

かったなというふうに思ってます。もう１回その辺含めて町長のお考え方をお願いします。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 
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〇町 長（後藤威彦君） 確かにそういう面もあったと思います。ただ、私は今の係の中でいわばどう

いうことをやるかというのは、例え課が変わり係が変わっても、変わらないと思っております。要は

その係がどういうふうに今からその仕事をやっていくかということにかかるだろうと思ってます。 

  それから、今回目玉にしたかったのは、企画と財政を分離しました。これは、やっぱり企画と財政

は本来いわばお互いが監視というか、いわば企画が考えてそれを財政がフォローしていくというよう

な形にした方がいいと。企画は２１年２２年の１０年計画に基づいてその計画を立ててもらいたい。それ

から先般出した商工と農の関係もそうなんですが、それを強力に推進をしていこうという思いで出し

たわけですが、残念ながら、私の説明不足かなにかでちょっとこういうふうになりましたが、要は考

え方は、課を１５０人体制という形の中で扱う場合に、あまり大きく扱うことも、これはこの行政の中

に混乱を招きますから、とにかくいわばそれぞれの係、課は前の状態を踏襲しながら、何かいわばこ

の課でプロジェクトなりそれからどういうふうに大きく変えていくかということを考えてもらいたい。

そういう思いですから、ただ課を変えて、係を変えてどうこうということではない、私はそういうふ

うに思っております。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 私は、係とかの中でどういうふうなことを言いたいかといったらですね、昨

日佐藤議員の質問の中にも出てたと思うんですよ。玖珠町でできた肉、玖珠牛、それをいろんなとこ

で販売していくというような、消費するというか、そういうようなことがいいんじゃなかろうかと言

われてましたけどが、やはり今まで農林関係にしても、生産する方に力を入れてたと思うんですよ。

今からの時代は生産する方にも力はそれは勿論入れなければなりませんが、いいものを作ってもそれ

を販売できなければ、本当に消費できなければ、いくらいいものを作っても農家の方は大変骨折るば

かりと思います。 

  そこで、私は、ちゃんとしたね、まあ今例えば農林課の話が出ましたけど、農林課ではそういう農

家の方が生産したものをいかに町の方、それから今から勿論道の駅ではありますけど、それ含めてで

すね、いろんなとこで販売促進をするようなね、そういうところに力を入れていくような営業を持つ

ような部分の職員を育てていってもいいんじゃないかなというふうに思っております。 

  観光の面でもそうです。今、後ろに企画財政課長いますけど、先月２月にですね、津山の機関庫を

玖珠町商工会の役員研修で行きました。そして、そのときに対応してくれたのは、津山の市役所の観

光係、観光課の方の主査の方でした。私は本当に感動しました。１人の職員がこんなに営業マンみた

いな感じで我々に案内をしてくれる、そして、自らいろんなところを見て回って、自分たちの持って

るこの機関庫をこんなふうにしたいんだというような意識がものすごく感じられました。あのときの

ことは私が言ってもあれなんですけど、企画課長も一緒に同席して、同じような感動を受けたんじゃ

ないかと思うので、課長その辺のお話しちょっとできたらと思うんですが。 

〇議 長（片山博雅君） 帆足企画財政課長。 

〇企画財政課長（帆足博充君） 突然のご指名とテーマといいますか、ご質問の内容でありまして、戸
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惑っておりますが、岡山の津山市、ＪＲ西日本津山駅の扇形機関庫、転車台の研修を商工会の役職員

研修視察に同行しまして見させていただいたところであります。 

  津山の扇形機関庫につきましては、主要線１７線ありまして、そこにディーゼル機関車５両というこ

とで、そのうちの２両は非常に人気のある車両で、貸し出しということで３両が入っていたと思いま

す。ＪＲ西日本には、同じく京都梅小路にも機関庫があって、そちらの方はＳＬの機関庫ということ

で、非常に人気の資料館ということで、津山の方の対応についても、先ほど議員さんから言われたよ

うに、職員の方、それからＪＲの職員の方が対応していただいて、資料室も見させていただきました。 

  なおかつ、機関庫につきましては、耐震構造を一部分といいますか、中央部分だったと思いますけ

ども、そういう構造を改良されたうえで、視察のエリアも決められての対応だというふうに思ってお

ります。そういう機関庫の整備、今後の対応までということになるとあれですが、感想ということで

よろしいですかね。 

  研修に参加させていただいた私の感想として思うのは、今後豊後森駅の保存活用するうえで、耐震

構造の改修なり、転車台の復元なり周辺環境の整備、財源確保、観光資源として生かすためには、鉄

道遺産としての整備がやっぱり前提になろうかと思います。ただ、そのうえでは、何といってもやっ

ぱりＪＲ九州なりの協力支援がどこまで得られるかも最大の課題になると思います。非常に商工会の

公の新たな方の研修でもありました場づくり・物づくり・事づくりというようなそういう提案もされ

ましたけれども、今後その仕掛けのプロデュースの展開というのが行政に求められているというふう

に思っておりまして、そのことで研修の感想ということで述べさせていただきました。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 課長さんの方から詳しく説明いただきましたけど、私が言いたかったのは、

職員の方が本当に自分の町のＰＲというのを真剣にやっていくというか、その姿はすごかったから、

ぜひ機構改革する中で、そういうような面もできるような商工、観光面でですね、そういうスタッフ

を作っていくような、そういうような係も必要じゃないかというふうな思いがしております。 

  今度の機構・財政のを見たんですけど、その辺をですね、まず５か年計画が、まだ４次の５か年計

画やってますよね。それで１年あると思います。機関庫の方に、この前ですね、機関庫の導入につい

ての話に町長さんのところにお伺いしたときには、「まあ、１、２年かけてから第５次の総合計画ある

から、その中で取り組めばいい」というふうに言われました。まあ私もそう焦ることはない、ちゃん

としたものを考えていくんなら焦ることはないというふうに思っております。 

  この機構改革についてもですね、もう３月に出して４月からしていくと、あまりにも無理があるん

じゃないかな、本当にやるんやったら、来年の４月からぴしゃっと新しい組織ができて、新しいまち

づくりに向かっていくような機構の組織の改革をやっていっても遅いことはないんじゃないかな。今

少しあたって、いろんな文書とかいろんな書類とか経費がかなりかかると思います。そしてまた、何

年かうち、ここは良くなかったから変えていく、そしたらまたそこでお金かかります。そういう無駄

がかからないようにちゃんとした計画をもってやっていっていただきたいなという意味で、私はもう
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少し慎重に考えていただけないかというふうに思っております。 

  そしてまた、この例規集の中に組織図の参考資料があります。私も、会計課がなかったのでどうか

と思ってたら、会計課は一応行政組織としては別という考え方ですよね。知ってるんですけど、これ

見たときに、まだですね、助役、収入役とかいう名前で、収入役さんの下に会計課があるというよう

な組織図があります。この辺やはりもうちゃんと変えていかんとですね、今日ちょっと会計課長さん

のところにお話に行って聞いたところ、以前の収入役さんという立場と兼ねた会計管理の責任者とい

うか、そういうのを兼ねたところで仕事をされているということを聞きました。同じ機構・財政・組

織の改革の中で、そちらにつきましてもやはり改革するんならいろんな組織、いずれ教育委員会も入っ

てくると思うんですけど、いろんな面で考えていかなければならないかなと思っておりますけど、組

織改革する中で、会計課長としては何かこういうところはもうちょっと考えていくべきところがある

んじゃないかなとかいうようなところがありましたら、お聞かせ願いたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 大蔵会計管理者。 

〇会計管理者兼会計課長（大蔵喜久男君） 私どもの課のことで結構ですか。 

〇３ 番（河野博文君） はい。 

〇会計管理者兼会計課長（大蔵喜久男君） 現在、会計課の職員は４名体制で仕事を行っております。

そうした中で、去年、昨年の４月より、玖珠九重行政組合の会計業務を、その分を扱っておりますし、

毎日、日計処理等で非常に大変多忙な毎日でございます。そうした中で、４名体制の中ではなかなか

非常に厳しいとこもありますし、なおかつ、日常におけるところの昼休みの休憩時間も交替で行って

るような状況でありますし、以前の課長が、１名ひとつお願いしたいということで要望はしていたら

しいんですけど、なかなか財政の状況とかいろんな組織的ないろんな状況の中で、なかったというこ

とでございます。 

  しかしながら、今のところは何とかいいながら頑張っておりますけれども、今後まだ多様化する社

会の中で１名増員もできたらお願いしたいがなということで、今後町長の方にはお願いをしていきた

いという希望であります、私の。 

〇議 長（片山博雅君） 太田副町長。 

〇副町長（太田尚人君） 今、河野議員さんからいろいろ町長のまちづくりについての考え方というふ

うなことでお話を伺っておりました。ちょっと私の方から若干補足をさせていただきたいと思います。 

  今回の予算にしろ機構改革にしろ、年々、お金にしても人材にしても、年々苦しくなっていってお

ります。そういった中で、少しでもなんか前に向かっていい方法はないかというふうなことで、３月

２日に提案をさせていただいたというふうなことがまず第１点でございます。 

  もう１つは、先ほど会計管理者の件がございましたけども、要は条例で議決をいただくのは、法律

で必置規制、必ず法律で設置しなさいよというふうなことを書いてる部分はそれで法律でいきますと。

それ以外の分で、町長の直属直下の組織について議会にお諮りをしなさいというのが自治法の規定で

あります。それで課室の設置条例というふうなことになります。 
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  規則については、係等細かな事務分掌分担を定めております。この点については規則でございます

ので、今、河野議員さんの方からいろんなサゼッション、アドバイスいただきました。で、我々も検

討して、必要なものはそれは年度途中でもいつでも対応できるというふうな規則制度については内容

でございますので、そういった形で、必要なものは検討をさせていただきたいというふうに思ってお

ります。 

  ただ、毎年毎年人が少なくなっております。今回も定年される方がかなりおります。そういった中

で、あと採用する人数も、実際もう既にだいぶん前に決まっております。そういった中で、どうやっ

て組織組みをしていったらいいか、人の、予算もそうですけれども、各セクションに配分していった

らどうかというふうなことが、予算にしても人材にしても非常に検討課題というふうなことでありま

す。各セクションごとにいえば、今関係管理者、課長の方から１人でも多くというふうな話、それは

もう各課に共通する事項であります。そういった中、限られた２００人なら２００人、１９２人なら１９２人を

どういうふうに割り付けて、どういうふうに係編成していくかというふうなことについては、議員の

皆さん方の助言なりアドバイスいただきながら、また考えさせていただければと思っております。 

  以上であります。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 副町長さんの言われること、本当に十分よくわかります。やはり厳しい時期

ですから本当にそれはやっていかなければならないと思っております。その中ででも、やはり私が言

いたいのは、先ほど申しました農林についても、生産する方だけでなくて、販売・営業そちらの方に

向けてですね、町がそういう窓口になれるような体制をつくっていくというか、そういうような組織

づくり、玖珠町役場の組織作りをしてほしいな。また、町起こしとかいろんな面で、私いつも言って

るんですけど、町が、若い人が町を引っ張っていくような牽引者となるようないろんな発想を出して

いただきたいなというのは、私も議員になった頃から、最初から言ってます。副町長さんは若いので

あれなんですけど、やはりもう私も５５を過ぎまして、発想がそんなに若い人にはついていけません。

でも若い人の発想の中には、本当に思いがけないようないい発想をすることもあります。そういうよ

うな発想を上の方がいかに受け止められるか、聞き入れられるか、そういうような組織づくり、今ま

でも、私、役場の組織見てると、下の人がいろんないい意見を出しても上までなかなか届かないとい

うか、そういうようなことがあると思うんですよ。だから、私はそういうような面を含めて、組織の

改革というのをやっていってもらいたい。人数を減らせとかね、そういうことは極端には言いません。

中身の問題だと思います。そういう面で、ゆっくり考えられて、皆さんと相談して、もう１回やり直

したらどうかなというのが私の意見であります。 

〇議 長（片山博雅君） 太田副町長。 

〇副町長（太田尚人君） はい、今の河野議員さんのお話も十分理解、わかるところであります。私も

元々農商工等の連携というふうなこと、これは先ほど町長もお話がありましたけども、これは前の町

長のときからの課題というようなことで、組織立ても、名前自体、前、産業経済課というふうな時代
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の延長線上で、産業振興課というふうなネーミングで、いきなり先祖返りもという話で、そのもう延

長線上があって、今回十分な議論がないというふうなご指摘もあるんですけども、提案をさせていた

だいたんですけど、も一番やっぱり感じてるのは、玖珠の場合は、一次産業の素材は非常にいいと、

素材にもうひとつこう付加されていかないと。だからむしろ農業はいろいろいい面を持ってるのに、

そこに付加していく商工の部分に何か発展の余地があるんじゃなかろうかと。農業も生産してただ市

場に持っていってそこで終わりというふうなあれであれば、多分生産してる人も働き甲斐というか喜

びが多分少ないと思うんですね。だから仮に農・商という観点でいえば、農家が作った人が売ると、

自分で売るといったら、買う人の顔が見えるので農商連携、それをそれぞれの農家のどなたか意気の

ある人が１つでも結び付けると。そこに農商の間に工を入れて、農産物を加工して、でそれを流通す

ると。そういったところを、今までは作って市場に出すか、農協が全部集荷して農協が手数料をいた

だいてやると、そういった中で、本当の生産者の喜びというのが少ないんじゃなかろうかと。であれ

ば、大量にそういった市場なり農協でさばく部分がないと、売れ残りもあるんで困るというふうなの

があるんですけども、それとは別に、昨日の佐藤町議さんが言ったような、やはり販路というか、そ

こも必要じゃないかと。でれば、まずは議会の皆さんの議決事項である、町の直近の下部組織の条例

を提案させていただいたというふうなことであります。 

  ただ、その中で、まだ係編成、いろんなバリエーションあるんじゃなかろうかというふうなご指摘

は確かにあると思います。ただ、そういったものについては、いろいろ仕事に当たりながら、また工

夫の余地があれば、それは規則制定改正の中で対応する余地というのは十分あるというふうに考えて

おります。 

  以上であります。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 本当にいいものを作るには時間がかかるかもしれません。そのためにはです

ね、やはりあまり焦ってすることもないんじゃないかなというふうに思っております。先ほど申しま

したように、いろんな課はあります。直属の課もありますし、また、教育委員会部局もありますし、

会計課の方もあります。いろんな面を含めて真剣に話し合いをして、それから決めてもまだ遅くはな

い。途中で変える、ころころ変えるようなことを私はしてもらいたくないから、今回一般質問に取り

上げさせてもらいましたので、時間もございますので、もうちょっとこの辺で組織改革については終

わりたいと思います。 

  それから、もう時間がなくなってきたのであれなんですけど、工業団地・誘致等につきましては、

先ほど昨日今日とまたお話も出ておりますが、工業団地のですね、私は記憶が間違っていたら申し訳

ないんですけど、もう来年度ぐらいには取付道をかかるというようなことを聞いたことがあります。

それはもう着工出来るんだということを聞いております。やはり今の状態見てから、企業に、来い、

来い、来い、来い言うても、どんな形かわからない、どこから上がるんやろうかとかいうようなこと

で、せめて取付道に関しては町が造るということで、そのお金も確保できたということを聞いており
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ます。これに関して、もう着工されたらどうでしょうか。じゃないと、全然、工業団地来る企業は今、

本当に難しいと思います。しかし、待っていてもなかなか見つからないというか、せめて、ここから

上がって行ってこの上に出来るんだよというような形の道筋だけでも立てられないかなと思っており

ます。その辺についてお聞かせください。 

〇議 長（片山博雅君） 坪井商工観光課長。 

〇商工観光課長（坪井万里君） 工業団地の進入路の関係でございますけれども、以前、議会の中でも

進入路だけ造ったらどうかというような質問もあったようでございますけれども、現在、基本的には

新たな、新しい、予定をしておるところの進入路の作成については今、計画はございません。 

  ただ、現地をなかなか見に行くのが、部落の中を通って、あれは農道ですか、農道を通って行く関

係で、もうちょっとその道路を整備したらどうかというお話もあって、町としては町単独でできない

わけで、県の企業立地推進課、それから土地開発公社ここと協議をして、測量だけはいいですよとい

うことで、測量は今しておるわけですけれども、この事業費がまだいくらかかるかわかりませんけど

も、この事業費は、今度工業団地を売るときにその価格に転嫁をしなければならないわけで、価格競

争になったときに、なるべくなら事前にそんなにお金をかけたくないというのが、県もそういう考え

がございますので、なるべくならお金をかけたくないというような状況もあって、今、正式な進入路

ではないんですが、上に上る道については、県とは今、協議中ということでございます。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 話が何か後ろ向きになっていくような気がするんですよね。本当に、私聞い

たところによりますと、進入路に関しては町の方でできるという話聞いていたんですけど、それはで

きないんですか。 

〇議 長（片山博雅君） 後藤町長。 

〇町 長（後藤威彦君） お答えいたします。 

  この進入路につきましては、当時で７億ぐらいかかるといわれておりました。だから、これを企業

が来ないうちにやるのは、その勿論金利負担も含めて、土地をとにかく今の段階では、坪４万円では

もう絶対に売れないということのようであります。３万からできれば２万台に持ち込まないと土地は

売れにくいということのようでありますので、県の企業立地も、それから土地開発公社も、そういう

面から、まだまだちょっと状況を、こういうふうに大変厳しい状況であるからまだやらない方がいい

というような判断をしておるようであります。 

  だから、今先ほど担当課長の方から話のあったように、私もあの台地には何回か上がってみました

が、全く議員のおっしゃられるように、人を連れて行って見せるような場所ではありません、今の状

況では。大変残念です。だから、私は今回は土地開発公社と少し県の金をちょっと少し出してもらっ

て、少しでも町の半分半分ぐらいになるんだろうとは思いますが、何百万かかけて、上をある程度見

れるような形にはしたいなと。そして来た方に上に上がっていただいて、櫓の上ぐらいから、あのい

わば境はあそこで、こういう形ですよというようなぐらいの形は私は造り上げておきたいなと思って
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おります。 

  そういう中ですから、大変厳しい状況にありますので、ご理解を賜りたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 前任者の小林町長も、やはり皆さんの方が早くから進入路を造ってくれとい

うようなことも何年も前からいってたんですが、でもお金をある程度貯めてから、そして造るからと

いう話があったんですけど、昨年頃ですかね、もうその準備はできたからもういつでもかかれるよと

かいうような話をね、聞いたことがあるんですよね。ちょっともう時間がないのであれなんですけど、

もう前向きにこちらの方も進んでいただきたいなというふうに思っておりますので、後藤町長の決断

をですね、ぜひしていただきたいというふうに思っております。 

〇議 長（片山博雅君） 太田副町長。 

〇副町長（太田尚人君） 後藤町長にというふうなことでありましたけども、ちょっと補足をさせてい

ただきます。 

  もうこの企業誘致関係は今回の議会の中でも一番質問も多いし、地域の会合なんか出たときも「何

でもいいから企業誘致を」と、「働き場所があれば子どもが残るんだ」というふうな話を真っ先に１月

からずっと聞かされております。 

  そういったあれで、私も何とか企業誘致をと、町長ももう東京、大阪に行く度にトップセールスと

いうふうな形で、地縁等でセールスしてるんですけども、この前も、議長も県庁の企業立地課に行っ

て、私どもと一緒にお願いをしてきて、そこは一生懸命やらさせていただいてるというふうなことで

ご理解をいただきたいと思っております。もう、要は町の行政というのは、どっちかというと対人行

政というか住民行政が主流なんで、どうしても産業施策、経済施策、商工施策といったら、県が絡ま

ないと、どうしても県とタッグを組まないとなかなかうまくいかない。県の方はこの団地４０ヘクあっ

て２０ヘクタール工業用地で念頭してるんですけども、要はオーダーメイド団地だというふうな言い方

してまして、決まったら事業をやろうと。そうしないと金利負担売値が高くなるからというふうなこ

とで、なかなか先に道路を入れて事業をというふうなことにいかないと。ただ、そうはいっても、少

し見せられるような形で何とかできないかというふうなことは、私どもの方からも、もう再三訴えて

要望してるところでありますんで、そこのところを何卒ご理解いただければと思います。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 十分理解しておりますので、副町長さんを玖珠町が気持ちよくお願いして皆

さんで受け入れたというのは、やはりそういう面でぜひ活躍してもらいたい。県と町の間を持っても

らいたいという気持ちで副町長さんに来てもらったと思うんですが、ぜひ力をですね、発揮していた

だきたいなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

  時間がなくなりましたので、あと教育長さんの方にお伺いしてるんですけど、残り９分ですので、

７分で今後の教育行政についての考え方をお聞かせ願えればと思っております。 

〇議 長（片山博雅君） 本田教育長。 
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〇教育長（本田昌巳君） ４項目ございましたけれども、それでは４番目の今後取り組んでいきたいこ

とでよろしゅうございますですか。 

〇３ 番（河野博文君） そうです。 

〇教育長（本田昌巳君） 結論から申し上げますと、私、凍結状態となった中学校再編、それと学力の

向上でございます。取り組みたいことというよりも、何とか取り組まなければならない、今解決をし

なければならないことと考えております。 

  今回初めての一般質問でございましたけれども、学校再編が２件、学力問題が３件でございました。

恐らく議員の皆様も同じ思いではなかろうかというふうに考えております。 

  教育委員会が積極的に学校再編の方針を持ちながら、長期間凍結の状態にあるということは、恐ら

く町民も許さないし、説明責任も果たせないのではないか、許せないのではないかというふうに考え

ておりました。これまでの経過につきましては、昨日後藤議員さんにお答えをしたとおりでございま

すが、今後、再度真摯で活発な論議を展開しなければならないというふうに考えております。 

  小規模校の方が個々の生徒に行き届いた教育ができるという意見、主張がございます。本当に事実

でございましょうか。小規模校に多い免許外の先生に教わることを父母は大変嫌います。学力の向上

は学校規模に無関係ではないというふうに考えております。それから、果たして学校があることが過

疎の歯止めになったかどうかという問題もあります。過疎化は学校があるかないかではなくて、決定

的な要因は、生活基盤があるかないかというふうに私は考えております。 

  子どもがあって、家庭があって、地域があるというふうに考えられます。何よりも尊重されるべき

は、子どもの人権、多くの仲間と交わり育つ機会均等の学習権であろうというふうに考えます。 

  学校再編には多くのハードルが予想されますが、最終的に町の方針を決定される河野議員さんはじ

め議員の皆様に、ぜひともご理解とご支援をお願いしたいというふうに考えています。 

〇議 長（片山博雅君） ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） 大変申し訳ありません、時間がないのですみません、あれなんですけど、教

育問題本当に難しいところがあると思います。昨日からいろんな議員さんが質問されております。や

はり、私が思うところ、この中にも書いてあります、いじめとか携帯電話とかいろんな問題がありま

すが、こういうことをですね、町の教育委員会がぴしゃっと決められてしたことを、学校にちゃんと

伝えていくというか、そして、学校はもし、例えばの話、携帯電話を学校に小中学校は持ち込んだら

いけないよとかいうようなことを教育委員会が決めたら、学校長の方も安心してそれに対しての規則

というか、そういうのを作られるんじゃないかな。じゃないと指導する方がちゃんとしたことをして

ないと、やはりそれをやっていくところもなかなか中途半端な状態になるというか、そういうところ

が出てくると思うんですよ。 

  いじめ問題につきましても、僕たち一番気にしてるのは、学校から小さな問題があったときに教育

委員会の方にすぐ連絡が入ってるかどうか、そういうようなところをですね、やはり今後ちゃんと見

守っていってほしいな。そういうことがあっても、学校長に責任があるんじゃなくて、いろんなこと
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がどういうところで起こってくるかわかりません。しかし、そういうときにちゃんと連絡ができる、

相談ができる、そういうような仕組みを作っていって、学校側に上げてほしいなというふうに思って

おります。 

  いろんなことを聞きたかったんですけど、もう時間が本当にありません。 

  最後になりましたが、今年度で退職される課長様はじめ町の職員の方には、本当に長い間の役場の

お仕事ご苦労様でした。これからも、本当に今まで玖珠町をリードしてきたメンバーとして、いろん

な町政、またお話等、いろんな面で皆さんの役に立つというか、相談役になってほしいな、そしてま

た、まちづくりのためにご加勢願えたらというふうに思っております。どうか身体に気をつけられて

ですね、これからの第二の人生をまたいろんな面で、いろんなところで活躍を願って、質問を終わり

ます。 

  取りとめのない質問で申し訳ないと思っております。以上で質問を終わらせていただきます。 

〇議 長（片山博雅君） 森社会教育課参事。 

〇社会教育課参事（森 高三君） 先ほどの河野議員さんのメルヘンの森スポーツ公園の予算事業の内

訳につきまして、一部訂正と補足をさせていただきたいと思います。 

  総事業費が４億４，６１４万５，０００円でございまして、その財源内訳といたしまして、過疎債を４億

４，６１０万円充ててございます。その中で、交付税措置が３億１，２２７万円、それから国体の県補助金

が７，８８１万円、したがいまして、町の持ち出し分が５，５０２万円ということになります。 

  以上でございます。 

〇３ 番（河野博文君） ありがとうございました。 

〇議 長（片山博雅君） 以上で本日の日程はすべて終了しました。 

  なお、明日は閉会日となっております。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  ご協力ありがとうございました。 

午後２時５５分 散会 
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